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■ HDMITM (High-Definition Multimedia Interface) U ピーター機能 

八イビジョン映像と最新の高音質才ーディオ信号を楽しめる HDMI インターフエースに対応。ブルーレイディスクなどに記録_ 
された高画質な映像や、ドルビー TrueHD 、 DTS - HD マスターオーディオ、マルチチャンネル PCM などの高音質な音声を H 
楽しむことびできまず。 I 

ご 

■ ビデオアップコンパート機龍 1 里 

アナログ映像信号を HDMI 端子へ出力できるビデオアップコンパート機能を搭載。テレビと本機を市販の HDMI ケースレ1に 
本で接続するだけで、ずべての映像信号を HDMI 映像信号に変換して出力できま巧テレビに HDMI 端子がある場合)。また、な 
同時にアナ□グ映像信号を八イビジョン信号へ変換ずる「アップスケーラー」機能ち搭載していまずので、高画質な映像をを 
楽しめます。 py 

■ 高音質音楽再を r ピュアオーディオモード J 

音楽信号をより忠実に再現ずる高音質再生機能でず。ディスプレイを消打し、アナ□グビデオ回路をオフずることによって 
オーディオ回路への干渉を抑えまず。また、音楽信号に台わせて最適なリッスンモードを自動的に還択しまず。 

■ iPod 接続端子 

iPod 接続ケープル PNC - iP 120( 月 IJ 売）を使って iPod を接続し、本機か SiPod をコント□-ルできまず。音楽は本機に 
接続されたスピーカーか6聴くことびでき、映像は本機に接続しているテレビで楽しむことができまず。 

■ Auto Room EQ (才ートルーム巨 Q) 

付属のセットアップ用マイクでリスニングルームの測定をして、スピーカーの設定を自動的に行いまず。また、スピーカーの 
特性やリスニングルームの環境に台わせた音質補正も自動的に巧いまず。 

■ 才ーデイオデイレイ （ y ップシンク)機能 

映像と音声のずれを補正ずることびできまず。また再生機器、本機、およびテレビをすべて HDMI で接続している場合には、 

自動補正ずることもできまず。 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製造されています。 
Dolby 、 ドルビー及びダプル D 記号はドルビーラボラト U —ズの商 
標です。 


AAC □二 n まドルビーラボラトリーズの商標です。 


Manuractured under license under U.S. Patent #'s: 5,451,942; 
5 夕 56, 目 74; 5 夕 74,38 0; 5,978,762; 6,226,616; 6,487 ,535 & other U.S. 
and worldwide patents issued & pending. DTS is a registered 
trademark and the DTS logos. Symbol, DTS-HD and DTS-HD 
Master Audio are trademarks of DTS, Inc. © 1996-2007 DTS, Inc. 冉 II 
Rights Reserved. 


iPod は、米国およびその他の国々で登録された Apple Inc . の商 
標です。 


HDMI 、 HDMI □コ'、および High-Definition Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensing , LLC の商標または登録商標です。 
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お使いになる人や化の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただ<ことを、次のよラに 

■ 説明しています。記載している表示•図記号についての内容を良く理解してか5本文をお読みになり、必ずお守り 
ください。 

_ ■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。 


に 

な 

る 

前 

に 


/+- この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ可能 I 性が想 
C 3 定される内容をおしています。 

A ご-^^^このまおを無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性が想定される内 
容、および物的損害のみの発生が想定される内容をおしています。 

V_ 


r 



■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 


A 么記号は、を意（警告を含む）を促す内容があることを告げるちのです。 

図の中に具体的なミち意内容（を図の場合は感電を意）が描かれています。 


處 


〇記号は、禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場ちは分解禁止）が描かれています。 


• 記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場含は電源プラグをコンセントか5抜け）が描かれています。 




お客様または第兰ちが、この製品の誤使用•故障•その他の不具合およびこの製品の使用によって受け5れた損害につをましては、 
法を上の賠償責任が認め！5れる場合を除を、当社は一切その責任を負いませんのであ！5かじめご了承ください。 

この製品の故障-誤動作-不具合などによって発生した;欠に掲げる損害などの付随的損善の補償につをましては、当社は一切 
その責任を負いませんので、あ5かじめご了承<ださい。 

♦ お客様または第兰ちがディスクなどへ記録された内容の損害 
♦ 録音*再生などお客様または第兰ちが製品利用の機会を逸したことによる損害 


この「安全上のご注意」には、当社のオーディオ機器全般についての内容を記載していまず。 
(説明項目の中には、本文での説明と重複ずる内容ちありまず） 
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化ずお守 0 くだをし、 


A 警告 

異常のとをは ほ用について 




異常び起きた場合は電源プラグを巧く 

内部に水や異物び入ったり、煙び出た0、変な臭 
いや音びしたりした場合は、すぐに電源スイッチ 
を切0、電源プラグをコンセントか5抜く。そ 
のまま使用すると、火災•感電の原因となります。 
煙や、異臭、異音び消えたのを確かめてか5修理 
をご依頼ください 





水をかけたりめ6したりしない ^ 

火災•感電の原因とな0ます。 用 

雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にごを意 （こ 
ください。 な 

雷が鳴り始めた5アンテナ線や電源プラグに^ 
は触れない だ 

感電の原因となります。 


電源コード•プラグについて 

電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけたり、加工した0、無理に巧 
げたり、ねじったり、引張ったり、加熱したり、 
ステープルや釘などで固定した0しない。 

電源コードの上に重いものをのせたり、コードを 
本機の下敷さにした0しない。コードを敷物など 
で覆ってしまラと、気付かずに重いちのをのせて 
しまラことびあります。 

コードび傷つさ、火災•感電の原因となります。 
電源コードび傷ついた5 (お線の露出、断線など） 
販売店または当社サービス窓□に交換をご依頼< 
ださい。そのまま使巧すると火災•感電の原因と 
なります。 


お手入れ 

電源プラグを定期的に清掃ずる 

電源プラグにほこりなどび付着していると、湿気 
等により絶縁び悪<なり、火災•感電の原因とな 
ります。 

電源プラグをコンセントから抜いて、乾いた巧で 
取り除いてください。 





電源プラグはコンセントに根元まで確実に 
差し&む 

差し込みび不完全ですと発熱した0ほこりび付着 
したりして、火災の原因とな0ます。また、電源 
プラグの刃に触れると、感電の原因となります。 
電源プラグを根元まで差し込んでもゆるみびある 
コンセントの場合には、販売店や電気工事店にコ 
ンセントの交換を依頼してください。 


設置にごいて 


© 交流100ボルトの電圧で接続ずる 

この機器は、交流1日日ボルト専巧です。指定の 
電源電圧]^义で使用すると、火災•感電の原因と 
なります。 



風呂、シャワー室では使用しない 

風呂、シャワー室など湿度の高いところや、水は 
ねのある場所では使用しない。火災•感電の原因 
とな0ます。 



機器の上に巧びんやコップなど水の入った 
容器を置かない 

水びこぼれて中に入ると、火災•感電の原因とな 
ります。 



機器の上にろラそくやランプなど火のつい 
たちのを置かない 

本機のカバーやパネルにはプラスチックび使われ 
てお0、燃え移ると火災の原因となります。 
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めれた手で電源プラグを巧き差ししない 

感電の原因となることびあります。 


電源コードを熱器具に近づけない 

電源コードを熱器具（ス I -ーブ、アイ□ンなど） 
に近づけない。 

コードの被覆び溶けて、火災•感電の原因となる 
ことびおります 

電源プラグを巧くとさは電源コードを引つ 
張6ない 

コードび傷つを、火災•感電の原因となることび 
あります。必ずプラグを持って抜いて<ださい。 


温度の局い場が(し置かない 

窓を閉め切った自動車の中や直射曰光びあたる場 
所など、異常に温度び高<なる場所に放置しない。 
本体や部品に悪い影響を与え、火災の原因となる 
ことびあります。 

Q 機器に乗 S ない 

機器に乗ったり、ぶら下びったりしない。特にお 
モ様にはごを意くださし、。 

倒れた0、こわれた0して、けびの原因となるこ 
とびあ0ます。 

移動させるときは電源プラグを巧く 

移動させるとさは、電源スイッチを切0、電源プ 
ラグをコンセントか5损き、アンテナ線、スピー 
カーコード、その他接続コード類をすべてを外す。 
コードび傷つを、火災•感電の原因となることび 
あります。 




Q 不を定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所 
に置かない。落ちた0、倒れた0して、けびの原 
因となることびあ0ます。 

Q 湿気やほこりのをい場所に置かない 

油煙や湿気の当たる調理台や加湿器のそば、湿気 
やほこりの多い場所に置かない。火災•感電の原 
因となることがあ0ます。 


使落下した機器は電源プラグを巧く 

用 Plf - 機器を落としたり、カバーやケースび壊れた0し 
に \ i ^ た場合は、電源スイッチを切り、電源プラグをコ 
な ンセントか5抜いて、点検、修理をご依頼くださ 

る し、そのまま使用すると、火災•感電の原因とな 

前 ることがあ0ます。 

に 

電源コード•プラグについて 


機器の接続は取扱説明書に従う 

関連機器を接続する場合は、各々の機器の取扱説 
明書をよ<読み、電源を切り、説明に従って接続 
する。また、接続は指定のコードを使用する。あ 
やまった接続、指定以外のコードの使用、コード 
の延長をすると発熱し、やけどの原因となること 
びあ0ます。 


異常のとをは 


設置にごいて 



A 注意 
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A ミ主意 

ほ用について 

長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

pif - 旅行などで長期間使用しないとをは、必ず電源プ 
\ i ^ ラグをコンセントから抜く。火災の原因となるこ 
とびあります。 

Q 機器の内部に異物を入れない 

機器の通風孔、開□部か5内部に金属類や燃えや 
すいものなどを差し込んだ0、落とし込んだりし 
ない。火災•感電の原因となることびあります。 

機器のケースを開けたり改造したりしない 

内部には電圧の高い部分びあり、火災•感電の原因 
となることびあります。点検、修理は販売店また 
は当社サービス窓口にご依頼ください。 

ディスク挿入 □ に手を入れない 

手がはさまれて、けびの原因となることびありま 
す。特におテさまにはごま意ください。 

Q レーザー光源をのぞを&まない 

レーヴー光び目に当たると、視力障害を起こすこ 
とびあります。 

ひび割れディスクは使わない 

ひび割れ、変形、または接着剤などで補修したディ 
スクは使用しない。ディスクは機器内で高速に回 
転しますので、飛び散って、けびの原因となるこ 
とびあります。 


電池にごいて 

© 電池の取り扱いに注意ずる 

次のことを、必ず守ってください。 

•極性表示（プラス— +" とマイナス"一—の向を） 

にを意し、表示どおりに入れる。 

-指定の電池を使用する。 

•使い切ったとをや、長期間使用しないとさは、 

取り出しておく。 

-新しい電池とちい電池を混ぜて使用しない。 

-違ラ種類の電池を混ぜて使用しない。 

-充電池と乾電池を混ぜて使用しない。 

■電池は、加熱したり、分解したり、火や水の中に入 
れたりしない。 

電池は誤った使い方をすると、破裂、液ちりによ 
り、火災、けびや周囲を破損する原因となること 
びあ0ます。 

電池を入れたままにしておくと、過放電によりミ夜 
びちれ、けびややけどの原因となることびありま 
す。 

液びわれた場合は、点検、修理をご依頼ください。 

万一、をれたミ夜び身体についたとさは、水でよく 
洗い流してください。 

〇 電池は乳幼児の手の届かないところに置< 

電池をあやまって飲み込むおそれびあ0ます。ボ 
タン電池など小型の電池は特にごを意ください。 

万一、お子さまび飲み込んだ場合は、ただちに医 
師と相談してください。 
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音量にごいて 


Q 

0 

0 


はじめか S 音量を上げずぎない 

突然大さな音び出て、聴力傷害などの原因となる 
ことびあります。特にヘッドホンをご使用になる 
とをはを意してくださし、。 

ちを刺激ずるよラな大きな音で長時間続け 
て聴かない 

聴力に悪い影響を与えることびあ0ます。特に 
へッドホンをご使用になるとをはま意してくださ 
い。 

長時間音び歪んだ状態で使わない 

スピーカーび発熱し、火災の原因となることびあ 
ります。 


お手入れ 


运 

A 


お手入れの際は電源プラグを巧く 

お手入れの隙は電源プラグをコンセントか5损 
く。感電の原因となることがあ0ます。 

定期的に内部の点検、清掃をずる 

3年に]度程度を目安に、機器内部の点検、清掃 
をお勧めします。販売店、または最寄のケンウッ 
ドサービス窓□に費巧を含めご相談ください。 
内部にほこりのたまったまま長い間掃除をしない 
と、乂災や故障の原因となることがあ0ます。 


本書では主にリモコンで操作する説明を記載しています。本体でも操作できる機能については、説明の冒頭にイラストで示しています。 
本体の [VOLUME CONTROL]、[MULTI CONTROL]、[INPUT SELECTOR ]、 および [USTEN MODS つまみは、左ちに回して 
使います。 


I スど一力一の設定 
"Manual Setup" 


な 各スピーカーを手動で設定ずる場合や、才ートセットアップで雷 

刖 に rr^Jl 

に 

000 0 

〇 〇 〇 «— SETUP 

0000 __ 

00 ^- ENTER 

jl'H ]i j [ MULTI CONTROL 

rd：>^ r-. イ ►/▼/▲ 



スピーカー精巧 -" SP Setup"- _ 

スピーカー有無やスピーカーのサイズを選びまず。 

7マニュアルセットアップモードに入る。 

[SETUP] を巧す。 

[MULTI CONTROL ィ /►] で" Manual Setup" を選 
ぶ。 

[ENTER] を巧ず。 

2 "SP Setup " を選ぶ。 

I [MULTI CONTROL —————— ^ 


ゴ各スピーカーの有無や大きさを選ぶ。 

[MULTI CONTROL ィ /►] でスピーカーを選ぶ。 

li;;!ii... i';::N i i - 

[MULTI CONTROL ▲/▼] で設定ずる。 


上記の操作を操り返してずべてのスピーカーの設定をします。 


本体のつまみのイラストには、を 
ちに回して操作ずることを示ず矢 
0] が付いています。 


操作で使ラキーやつまみを紹介し 
ています。 

リモコンのみで操作ずる機能の説 
明には、 U モコンのイラストだけ 
を記載していまず。また本体のみ 
で操作する場合は本体のイラスト 
だけを記載していまず。 


I 操作ずるキーには、カツコ [] を付 
けていまず。 


スピーカー 

表示 

設定 

ヴプウー 

■SUBW On. 

サブウーファーを接続してい 
ます。 

ファー 

■SUBW Off 

ヴプウーファーを接続してい 
まはん。 

フ□ントス 

TRNT Large' 

大さめサイスのフ□ント 
スピーカー 

ピーカー 

’FRNT 

Normal' 

普通サイスのフ□ントスピー 
力一 


VOLUME CONTROL 


0 :::: 哗 , 


INPUT SbLbCiUH AV AUX/iPod 


0000 

0000 

0000 

0000 


補足説明や、操作上の制限、また ' 
は操作のヒントなどび書かれてい 
まず。 


I キーを操作ずることで項目を選ぶ 
場合には、選べる項目が表になつ 
ています。 


次のページに操作説明の続さびあ 
ります。 


-VOLUME A/V 


-乂カソースキー 


7 再まする機器を選ぶ。 

リモコンのを入カソースキーを巧します。 

または本体の [INPUT SELECTOR] つまみと [AV AUX/ 
iPod] キーで還ぴまず。 

2 選んだ機器を操作して再生を始める。 

iPod ①操作は本機からできまず。 （「iPDd を梗う J -齒） 

-^[VOLUME A / v ] t 音量を調節する。 

4色々な臨場感を楽しむ。 

さまざまなリッスンモードを楽しむことびできまず。 （ 「リッ 
スンモードを使ってサラウンド再生を楽しむ J -度]) 

また、還んだ入カソースに合わせて細かい調整ちでさます。 
(r 再まするソースに合わせた調整」-随） 


^?TO)[INPUT SELECTOR] つまみでは AV AUX と iPod は遇べ 
ません。本体の [AV AUX/iPod] キーか U モコンの [AV AUX] ま 
たは [iPo 日]キーで選んでくだごい。 


本書のディスプレイのイラストや操作例は、操作説明巧に作成したわのです。実際の操作と異なる場合びあります。 
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付属品 


本機で使用でをる iPod について 


次の付属品がそろっていることを確認してください。 
FM 室内アンテナ （1 本） 



AM ループアンテナ （1 個） 



U モつン （1 個型番： RC - R 0923 J ) 



リモコン用単4お乾電池 （2 本) 



乾電池は栖包材に差し 
込まれています。 


セットアップ用マイク （1 個コード長約已 m ) 



本機に iPod を接続するには、 iPod 接続ケーブル PNC - 
iP 12 日(別売）が必要です。 

本機に iPod は付属していません。別途、 iPod を購入してくだ 
さい。 

本機に接続できる iPod はしソ下の通りです。 （20 日8年7月現 
在） 


コント□-ル可能 iPod 

iPod 第 4 世代（ク U ックホイール） ' 

iPod mini 

iPod 第 4 世代（カラーデイスプレイ） 
iPod nano 第]世代 
iPod nano 第 2 世代 
iPod video (iPod 第己世巧） 
iPod photo 

iPod nano 第 3 世代 ( video ) 
iPod classic 
iPod touch * 

* iPod touch は " ミュージック " のみ対応していまず。 

• お使いの iPod のソフトウェアを最新のパージョンにアップ 
デートしてください。 

• iPod の機種やソフトウェアバージョンによっては、一部の機 
能が正常に動作しない場合があります。 

• 本機は iPod に電源を供給し、音楽を再生しなが6充電び出来 
ます。ただし、本機の電源がオンになっている必要があります。 

• iPod の映像出力設定 （" TV 出力"や" TV 信号"の設定）につ 
いては iPod 側で行ってください。 

取り扱い上のお願し、 

• 必ず iPod に付属の取扱説明書をご覧ください。 


• iPod の使用状況によっては、保存してある内容が失われるこ 
とがあります。保存してある内容が失われたことによる損害に 
ついては、当社は一切その責任を負いませんので、ご了承く 
ださい。 


ステレオ音のエチケット 

楽しい音楽も、時と場所によっては気になるものです。 
隣り近所への配慮を十分いたしましよう。ステレオの 
音量は、あなたのむびけ次第で大をくわかさくもなり 
ます。特に静かな夜間には、かさな音でち通りやすい 
ものです。夜間の音楽鑑賞には、特に気を配りましよ 
ラ。窓を閉めたり、ヘッドホンをご利用になるのち一 
つの方法です。お互いにわを配り、快い環境を守りま 
しよラ。 


本機で表示できる文字について 

-本機に表示できる文字の種類は、英数字、半ちカタカナ、お 
よび一部の記号です。ひ6がなおよび全角カタカナは、半角 
カタカナに変換されて表示されます。また、アクセントタ字は 
アルフアベットに変換されて表示されます。表示でさない夕字 
は"*"と表示されます。 



セットのお手入れ 

前面パネル、ケースなどび巧れたとをは、柔らかい巧でからぶをし 
ます。シンナー、ベンジン、アルコールなどは変色の原因になるこ 
とびありますので、ご使巧にならないで<ださい。 


接点復活剤について 

接点復活剤は、故障の原因となることびありますので、ご使巧に 
ならないでください。特にオイルを含んだ接点復活剤は、プラスチッ 
ク部品を変形させることびあります。 
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o の（電源）キー 

スタン八‘イインジケーター 

本磯をオンにしたりスタンノ（イ状態に 
したりします。 

スタンノレ r 状態のとさはスタン'(イイ 
ンジケーターび点灯します。 

© ディスプレイ 

© インジケーター 

HDMI インジケーター 

HDMI U ンクをオンにすると青色に 
点灯します。 

DOLBY DIGITAL インジケー 
夕— 

DOLBY D に ITAL 信号び入力された 
とさに点なします。 

DTS インジケーター 

DTS 信号び入力されたとさに点なし 
ます。 

hMGH DEFINITION インジ 
ケ—夕— 

HDMI 経由で下記の信号び入力され 
たとをに点打します。 

- Dolby Digital Plus 
- Dolby True HD 
- DTS Master Audio 
- DTS High Resolution Audio 

STRAIGHT DECODE インジ 
ケ—夕— 

ストレートデつードモードをオンにし 
ているときに点灯します。 

〇リモートセンサー 
© VOLUME CONTROL つまみ 
© PHONES 子 


〇 SPEAKERS A/B/OFF キー 

—鹽 

スピーカーを切り換えます。 

Q LISTEN MODE つまみ.踊 

リッスンモードを切り換えます。^ 

Q MULTI CONTROL つまみ 

設定項目を選択します。 

!◄◄/►►! つまみ 

iPod の曲をスキップします。-頤 
プ U セットしたラジオ放送局を呼び出 
します。 -m 

MULTI CONTROL (▼/▲)+— 

設定項目を選択します。 

ラジオ放送局を選局します。 

泣 SETUP キー 

本機の設定をします。 

廚 ENTER キー 

選択した項目を決定します。 

© DOLBY VIRTUAL キー .励 

ドルピーノ くー チヤルスピーカー機 IT ' 
およびドルビーヘッドホン磯能をオン 
/オフします。 

应 STRAIGHT DECODE キー 

-励 

スト レー トデ コー ド モー ドをオン/才 
フします。 

© BAND キー -願 

放送バンドを切り換えます。 

►/ II キー ー调 

iPod の音楽や映像を再生/一時停 IE 
しま9 〇 


泣 AUTO/MONO キー 

ラジオ放送の自動受信とマニュアル 
夏信を切り換えます。 

録音モードを切り換えます。 - ^ 

泣 INPUT MODE キー —强 

入カモードの設定をします。 

の ACTIVE EQ キー -閣 

ACTIVE EQ 機能をオン/オフしま 
す。 

泣 INPUT SELECTOR つまみ 

入カ ソースを 選びます。 

应 PURE AUDIO MODE キー 

—吗 

ピュアオーディオモードをオン/オフ 
します。 

© AV AUX/iPod キー 

入カソースを AV AUX または iPod に 
切り換えまず。 

m AV AUX 端子 

ビデオカメラやゲーム機などを接続 
でさます。 

スタンバイが態につし)て 

本機のスタンノ くイインジケーターが点灯中 
は、メモリー保護のため、微弱な通電を 
行っています。これをスタンバイ状態とし、 
います。このときリモコンで本機をオンに 
でをます。 








VOLUME CONTROL 


ご使用になる前に 


10 KRF - V 9300 H 




















テイスプレイ 


► / II 

iPod を再生しているときは、_ 
►び点灯します。再生を一時 
停止しているとさは、 H び点 
打します。 


SP (スピーカー） 
A/B - 

使用するフ□ントスピー 
カーび点阿します。 


AUTO ROOM EQ 

Auto Room EQ で測定し 
ているとさや 、 ROOM EQ 
びオンのとさに点なします。 



iPod 

iPod び接続されているとさ 
に点灯します。 


AUTO DETECT 

入カモードの設定で 
" Auto " に設定しているとき 
に点灯します。 

HDMI 

HDMI のソース機器び認識 
されたとさに点なします。 


ACTIVE EQ 

Active E 日びオンの 
とさに点灯します。 


TONE 

I -ーンの設定がオンの 
とさに点灯します。 


リツスンモード/入力信号フオー 
マツトインジケーター 


MUTE 

S ユートびオンのと 
さに点滅します。 


CLIP 

入カレベルび 
高すざるとを 
に点灯します。 


iPod fAiifriHFfPrflPDIGITAL □□ D + TrueHD DTS HD MSTR HI RES LBR 96/24 ES STEREO MULTI CH nnvs ACTIVF FO uilTF 

—.iruu I . 凸り …… t し l | よ … INPUT nnpx Pill Y MOVIE MUSIC GAME DISCRETE PCM リ…。广レ iivc … muic 

凶岛 ; iHDMIl — 'lANALOG OPT COAX NE0：6 CINEMA MATRIX STRAIGHT AAC □□ H >—TONE CLIP— 

I AUTO |- 


MHz I 一 ■ 一 … w I 
kHz I TUNED I 


インプットチヤンネルイン 
ジケ_夕_ 

再生している音楽や映像につ 
いてどんな音声信号（チヤンネ 
ル）び入力されているか表し 
ます。 


夕字表示部 


DUAL MONO 

デュアルモノ音声信号び入力さ 
れたとさに点打します。 


TUNED 

ラジオ放送を夏信した 
とさに点巧します。 


STEREO 

ステレオ放送を受信した 
ときに点打します。 


ご使用になる前に 


AUTO 

選局方法びオートのとさ— ' 
に点灯します。 












































































O RECEIVER ON キー 

本体の電源をオンにします。 

RECEIVER STANDBY キー 

本体をスタンバイ状態にします。 

© DOLBY VIRTUAL キー * 励 

ドルビーバーチャルスピーカー機館看よびドルビーヘッドホ 
ン機能をオン/オフします。 

© STRAIGHT DECODE キ ー— 励 

ストレートデコードモードをオン/オブじます。 

〇数字キー 

プ U セットしたラジオ放送局を呼び出します。 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。* 

© MULTI CONTROL ◄/►/▼/▲ キー 

設定項目を選択します。 

© TOP MENU キー 

iPod のメニュー在表示します。—嘲 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。* 

〇 A/V/<]/> 牛一 

DVD ENTER キー 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。* 

〇 RETURN キー 

iPod のメニューの操作に使います。 

— p 4] 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。* 

© MEMORY キー —願 

ラジオ放送局をプ U セットします 

II キー 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。* 

BAND キー —閣 

放送バンドを切り換えます。 

►/II 卒一 

iPod の音楽や映像を再生/一時停止します。 

— p 5] 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。* 

AUTO/MONO キー —閣 

ラジオ放送の自動受信とマニュアル受信を切り換えます。 

■ キー 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。* 

⑩ P.CALL !◄◄/►►! キー 

プ U セットしたラジオ放送局を呼び出します。 

-願 

iPod の巧をスキップします。-鹽 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。* 

⑩ 入カソースキー 

入カソースを選びます。 

© ACTIVE EQ キー ー願 

ACTIVE E 日機能をオン/オフし秉す。 

BASS BOOST キー -臨 

お音を強調します。 

0 RESOLUTION キー —願 

アナ□グ映像をアップコンバージして HDMI 出力すると 
さの映像の辭像度を切り換えます。 

© AUDIO キー 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。* 

っづく幽 


























電池の入れかた 


© 〇 DVD キー —麗 

ケンウッドの DVD プレーヤーをオン/オフします。 

© PURE AUDIO MODE キ ー— 願 

ピュアオーディオモードをオン/オフ L ； 等す。 

の LISTEN MODE ◄/► キ ー- 励 

U ッスンモードを切り換えます。 ■' 

© AUTO ROOM EQ キー—願 

スピーカーのオー トセットアップを17 ます。 

© SETUP キー 

本機の設定をします。 


ふたを開ける。 


•閣 


>魔 


© TONE キー 

トーンの調整をします。 

0 SOUND キー 

音質や音場を調節します。 

© ENTER キー 

選択した項目を確定します。 

© MENU キー 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するとをに使います。 

0 VOLUME A/▽+- 
©ON SCREEN キー 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するとをに使います。 


•鹽 


© MUTE キー 

一時的に音を消します。 

0 TUNING 〜/►► キー 

ラジオ放送局を選局します。 
iPod の曲を早送り/早房しします。 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するとをに使います。 

© DIMMER キー —願 

ディスプレイやインジケーターの明るさを切り換えます。 

DISPLAY キー 

HDMI の入力信号とそのチャンネル数を表示します。 
(HDMI 入力の設定を有効にしているとさのみ） 

—酌 

iPod の曲情報を表おします。-鹽 

TIME キー —願 

iPod の時間情報を表おします。 

© iPod VIDEO キー -願 

iPod の映像メニューを選択します r 

iPod MUSIC キー -融 

iPod の音楽メニューを選択しまず r 

⑩ RANDOM / SHUFFLE キー 

iPod のシャッスレ再生をします。-鹽 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するとをに使います。 

の REPEAT キー 

iPod のリピート再生をします。 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するとをに使います。 


£ 


t DVD プレーヤーの操作については「ケンウッドの DVD プレー 
ヤーを U モコンで操作する」-鹽をご覧ください。 



2 電池を入れる。 



単4形乾電池 （ R 03)2 本を極性(+、 一) のマークにしたがって 
入れてください。 


3 ふたを閉める。 



£ 


付属の乾電池は動作チェック用のため、寿命び短いことびあります。 
電池を交換するときは、吕本とも新しい乾電池と交換してください。 


U モコンの操作 


リモコンを本機のリモートセンサーに向けて使用してください。 

本機がスタンバイ状態のとを（スタンバイインジケーターび点 
灯）に、 [ ON ] キーを押すと、電源がオンになります。また、 
に TANDBY ] キーを押すと電源がオフ（スタンバイ状態）になり 
ます。 

U モコンで接続機器を操作ずるとをは、最初に入カソー 
スキーを押してリモコンをその入カソースのモードにしま 
す。それから操作キーを押してください。 


操作節囲のめやす 

スタン A " イインジケーター 


IJ モートセンサー 
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ON - 
STANDBY- 


陪岸 

■ 〇 U 〇 〇 
000 0 
000 0 
000 0 


ご使用になる前に 









么注意 

接続をずるとさは、電源コードのプラグをコンセントに差 
し込まないでください。 


関連機器を接続するとをは、関連機器に付属の取扱説明書もあ 
わせてご覧ください。 

li 

-接続をするとをは、必ず各機器の電源を切ってから行ってくださ 
い。 

-すべての接続コードは確実に差し込んでください。差し込みび不 
完全ですと、音や映儘び出な<なったり、雑音び発生することび 
あります。 

-近くに磁石など磁気を発生するちのび置かれている場合には、ス 
ピーカーとの相互作巧により、テレビに色ムラび発生することび 
ありますので、設置にご注意ください。 


マイコンの誤動作について 

正しく接続したのに操作ができなかったり、ディスプレイが誤っ 
た表示をする場合は、「マイコンをリセットするには」-鹽を参 
照してマイコンをリセットしてください。 



サラウンドバック スピーカー (7.1 ch ) 

フロント スピーカー 


前面左ちに設置します。左ち対称び理想です。リツスンモードに 
関わらず必ず使用します。 



前面中巧に設置します。音像の定位を良くし、音の移動感を再現 
します。 

サラウンドスピーカー 

座る位置の真横またはがし後ろに、またでをるだけ高い位置（聴 
く人に耳の位置より Im 上ち）に設置します。左ち巧称が理想で 
す。音の移動感や臨場感などを再現します。 

サブゥーファー 

一般的に部屋の前方中央のフ□ントスピーカー付近に置をます。 
迫力のある重低音効果を楽しめます。他のスピーカーと比べて指 
向ほが強くありませんので、お部屋のレイアウトにちわせて重低 
音がよく聞こえる位置に設置してください。 

サラウンド n ックス ピーカー 

視聴位置の後ろでサラウンドスピーカーと同じ高さに設置してく 
ださい。サラウンドバックスピーカーを1つ接続した場ちは、日.1 
チャンネルサラウンドシステムになります。また、サラウンドバッ 
クスピーカーを2つ接続した場合は、 7.1 チャンネルサラウンド 
システムにな0ます。 

i£ 

-すべてのスピーカーを設置すると理想的なサラウンド再生びでさ 
ますび、センタースピーカーやサブウーファーをお持ちでない場合 
は、それらの信号を各スピーカーに割り振って、お手持ちのスピー 
カーで最適な再生を行います。 


A 注意 

機器は電源コンセントに容易に手が届 < 位置に設置し、 
異常が起さた場合ずぐに電源プラグをコンセントか5振 
いてください。また、電源スイッチを切っただけでは機器 
は電源から完全に遮断されません。完全に遮断するには、 
電源プラグを振いて<ださい。 


A 注意 

機器を設置ずるとをは、下記のことをお守りください。 
放熱が十分でないと、内部に熱がこちり、故障や火災の 
原因となることがあります。 

• あおむけや横倒し、逆さまにして使用しないでくださ 
い。 

• 巧を掛けたり、じゅラたん、巧団の上に置いて使用し 
ないで < ださい。 

• 風通しの悪い狭い巧で使巧しないでください。 

• 本機は冷却ファンを使用していまず。ベッド、ソファー、 
じゅラたんなどの上に機器を設置しないで<ださい。 
ほこりを吸い込んで火災の原因となることがあります。 

• 機器の各面か!5、下記にをずスペースを空けてくださ 
い。 

測面： lOcmlU 上 
背面： 10cm な上 


接続のしかた 
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HDMI 接続をすると、 HDMI ケーブルのみで映像信号と音声信号をデジタルで伝送することができます。ブルーレイディスクなどに記録 
された高画費な映像や、ドルビー TrueHD 、 DTS - HD マスターオーディオ、マルチチャンネル PCM などの高音質な音声を楽しむこと 
がでをます。また、テレビの電源と本機の電源を連動させたり、テレビから本機の音量を調節したりすることちできます。 （「 HDMI の設 
定」-離） 


7 HDMI ケーブルで、本機の HDMI 入力端子 （DVD 入力や VIDE02 入力端子）と DVD プレーヤーなどの再生 
機器の HDMI 出力端子を接続ずる。 

2 HDMI ケーブルで、本機の HDMI モニター出力端子とテレビの HDMI 入力端子を接続ずる。 



攝 

の 

し 

か 

た 


HDMI 機能を使うには 

HDMI 機能を使うためには HDMI の設定が必要です。 「 HDMI 入 
力の設定」-願を参照して HDMI の入力を有効にしてください。 

映像信号の流れ 

HDMI 入力端子から入力したデジタル映像は、 HDMI モニター 
出力端子か5のみ出力されます。また、ビデオアップコンバージョ 
ン機能により、ビデオ端子、 S ビデオ端テ、および D 端子か6入 
力した映像信号を、 HDMI モニター出力端子か6出力することが 
できます。 （ r ビデオアップコンパ’ージョン機能」-励） 

音声信号の流れ 

HDMI 入力端子から入力したデジタル音声は、本機に接続され 
たスピーカーか6出力されます。また HDMI の設定により、本機 
に接続されたテレビか6出力することちでをます。 （「 HDMI の設 
定」-離） 


d 

- DVI 端子のあるテレビを接続するには、 HDMI / DVI 変換ケープ 
ルび必要です。また、テレビび HDCP ( High-banclwith Digital 
Contents Protection ) に対応している必要びあります。ただし、 
機器の組み合わせによっては映像び出ない場合びあります。 

-接続には HDMI 認罰のカテ 3‘ U 2 ケープル （High Speed HDMI 
™ Cable ) をお使いください。 

- HDMI ケーブルで接続された機器間で認証び必要なため、映儘や 
音声び出るまでに時間びかかることびあります。 

-音声や映像び正背に出力されない場合は、接続されたすベての機 
器の電源を一度切って、をラー度入れ直してください。 
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© ® 

© @ 

留 i [SI^I 

99 ごン K'ts ク 


-- ク 


1 



ビデオ入力 D 入力 (IN) 

(IN ) 端子 端子 


HDMI 入力 光デジタル出力 
(IN ) 端子 (OPTICAL OUT) 
端子 




•レビの接続 


下図の接続圓、◎、回、国のいずれかの中か6必要な接続を選んでテレビに接続ずる。 

接続機器の音声接続と映像接続は、接続ずる機器のページをご覧<ださい。 

本機は映像信号をアップコンバージョンでをます。例えば本機とテレビを HDMI 接続する（接続圆）だけで、その他の映徹入力信号を 
HDMI モニター出力より出力します。詳しくは「ビデオアップコンパ'—ジョン機能」をご覧ください。 

テレビの音声を本機に接続しているスピーカーか6出力したいときは音声接続をずる。 

接続固（デジタル)、または旧（アナ□グ）から選んで接続をする。 

AAC などのデジタルサラウンド放送をサラウンド環境で楽しみたいとをは、デジタル接続（接続固）をしてください。 












本機に入力されたアナ□グ映像信号をテレビの接続にちわせて HDMI や別の映像信号に変換して出力する機能です。 
本機は LU 下の映像信号に対応しています。 

• デジタル映像信号 ： HDMI 

•アナ n グ映像信号： D 端子、 S ビデオ、ビデオ 


映像再生機器 


本機 

AV コント □ 一 J レセンター 


テレビ 


入力 


HDMI 

D 端テ 

S ビデオ 

ビデオ 


HDMI 



出力（モニタ^出力） 

HDMI 

D 端テ 

S ビデオ 

ビデオ 


入力 （ r テレビの接続 J の接続記号） 

HDMI (接続圆） 

□端子（接続回） 

S ビデオ（接続固） 

ビデオ（接続回） 




HDVII モニター出力から映像を出すには、 HDVII 入力の設定で映像入力を有効にしておをます。 （「 HDMI 入力の設定 -" HDMI Input "-」- 
ビデオおよび S ビデオの映像信号を□端テから出力するとをは、 D ] になります。 

ビデオ、 S ビデオ、および D 端テの映儘信号を HDMI 出力したと去は解像度を切り換えられます。（「映像の解像度を切り換える」-®) 
ビデオテープレコーダーからの映像信号は、映像び乱れたり表示されなくなる場合びあります。 

変換された映像は、画質び劣化する（画面びちらつく、文字びにじむなど）場合びあります。このよラな場合は、映像入力端子と同じ種類の 
モニター出力端テからテレビに出力してください。 

本機は NTSC および PAL のテレビ フォー マットに対応しています。 


接続のしかた 






音声接続をする：下図の接続因（デジタル）または国（アナ□グ) 


2映像接続をずる：下図の接続◎、回、または回 
3テレビの接続をずる 

「テレビの接続」を参照して接続してください。 
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マルチチャンネル音声出力端子のある DVD プレーヤーの接続 


###(§)(§) 
am xn am xn xn 



+ © © © © 
-獲©©© 


フ□ント出カサラウンド出カサブウーファー出カセンター出力 
(FRONT OUT) (SURROUND (SUBWOOFER (CENTER 
端子 OUT ) 端子 OUT ) 端子 OUT ) 端子 





上記の接続をする場合は、 HDMI 入力の設定をオフにしてくださ 
し、。 （「 HDMI 入力の設定 -"HDMI Input "-」 -願） 

映像接続については 「 DVD プレーヤーの接続」を参照してく 
ださい。 


音声接続をずる：下図の接続囲（デジタル）または圓（アナ□グ) 


互 ( J 「©- 

§ 

00® 

© 

ち€彎 

? 

©0© 

凹 

APE VIDE01 

〇 


〇〇©— 

©00 #1 # 
■ ■ド W9 - 叫 u ： *? - っ 7-1 

: H IN わの卜 J 






困爭 優) 
因 (§1 み© 

义力 


© 

© 

出力 I 人方 I 


回 


囚 


アナ□グ音青出力 
(AUDIO OUT ) 端 
子 


光デジタル出力 
(OPTICAL OUT ) 端 
子 




. . . 


□ 1 1 


_ 


CD プレーヤー 




接続回をした場合は、入力割り当てを CD に設定してください。（「入力割り当て -" Assignment "-」 -類) 



m 

み 

入万 



■ヤ—の接続 


©曾 

圧 £ 



接続のしかた 


些 f 
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7 音声接続をずる：下図の接続因（デジタル）または国（アナ□グ) 
2映像接続をずる：下図の接続圓、回、または回 
3テレビの接続をする 

「テレビの接続」を参照して接続してください。 




接続のしかた 


20 KRF-V9300H 









7 音声接続をずる：下図の接続圓 
2 映像接続をする：下図の接続因 
3テレビの接続をずる 

「テレビの接続」-颇を参照して接続してください。 



回 图 回 回 



アナ □ グ音声入カアナ□グ音声出カ ビ了才出カ ヒァオ入力 

(AUDIO IN) 端子 (AUDIO OUT) (VIDEO OUT) (VIDEO IN) 

端子 端子 端子 


ビデオデッキや 
DVD レコーダー など 







iPod を接続するには、 iPod 接続ケーフル PNC - iP 120( 別売）び必要です。 

使用でをる iPod については「本機で使用でをる iPod について」-風を参照してください。 


*(0) 〇 〇 © 〇 〇 〇) (〇) 〇社 P ぉが 口^ 

soooooo® ©©0 ml #ls 

_ けけ 11 »か 脚 かか 7□ ント - 。，。ンドサ》 - ， 7-| け卜 ^7-' ~ 

AUX CD I UEVT 巧 E VDE01 VIDE02 DVOVCIH 4rj I フリ巧片 , 

—"' I 。巧 I -- 人 —@}(§ 

HI© i ta 庐 


© 

@ 




® 

:品か-，-*:…"： 

フ□ントスピ—力- 

ち 

1) 





PNC-iP120 ( 別売） 


iPod 接続時のディスプレイ表示について 

iPod を接続し入カソースを iPod にすると、ディスプレイで iPod 
の接続状況が確認でをます。 

"Readin 旨"（点滅）： 
iPod を認識しています。 

" Connected ": 

iPod の認識が完了しました。本機から iPod の操作がでをます。 

"Connect Error ": 

接続が正し <ありません。 

— iPod を取り外し、ちラー度接続し直してください。 

本機で使用でさる iPod ではありません。 

•「本機で使用できる iPod について」-班を参照して、本 
機で使用でをる iPod を接続してください。 
iPod のソフトウェアのバージョンがちい可能性があります。 

-「本機で使用でをる iPod について」を参照して、 
iPod のソフトウェアのパ'—ジョンを最新のものにしてくだ 
さい。 

iPod のバッテリーがかない可能性があります。 

—充電されるまでお待ちください。 


iPod の接続は、本機の電源をオブスタンバイ状態）にしてから行っ 
て < ださい。 

iPod 接続ケースレはカチッと音びするまでしっかりと差し込んで 
<ださい。 

iPod を取り列すとをは、 iPod 接続ケーブルのコネクタの両側の U 
U —スボタンをしっかりと押しなびら损いてください。無理に引さ 
损くと破損の原因になります。 

iPod を本機に接続している間は、本機または本機に付属のリモ 
コンで iPod の操作をします。 iPod を本機に接続している間は、 
iPod 側では操作でさません。 


" Disconnect ": 

iPod が取り外されました。 


接続のしかた 
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音声接続をずる：下図の接続圆および圓 



アナ □グ音声入カ アナ□グ音声出力 

(AUDIO IN ) 端子 (AUDIO OUT ) 端子 



録音をしない場合は、接続回は必要ありません。 


MD レコーダー/カセットデッキの接続 


lAVAUXrn^mM 


ホータフルビデオカメラ機器など普段は本機に接続して使用しない機器は、本体前面にある AVAUX 端子に接続することができます。 



ビデオ出カ アナ□グ音声出力 
(VIDEO OUT) (AUDIO OUT ) 端子 
端子 



接続の 
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スピーカーの接続 


アンプ巧蔵 
ヴブウーファ 


(〇) センタ-1 _ 
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スヒ~力一端子の接続 
のしけた 

7 コ- ドの ビニール 被 
覆を約 1 cm 程度む 
く。 

ド ぶ編 時 

P つまみをゆるめる。 



3 コードを差し&む。 



IQREENJ I [GRAY BLUE! I (JAN| (BR0WN| 

_。ン，一 _ I _ ，ラ。ント _ I _ 。’ ，ンド"リク_ 

SS 3 & SI 



金属部分が隠れるくらい 
まで入れまず。 


つ感 @〇 

養© 

ち 左 

フ□ントスピーカ ー A 


如 0\ 

I I 

センタースピーカー 



4つまみを締める。 




ち 左 

サラウンドバックスピーカー 




ち 左 

フ□ントスピーカ ー B 


ち 左 

サラウンドスピーカー 


スピーカ ー-r ン ピー ダンス： 巨一 ] 巨 Q 

スピーカーコードの+と一は絶対にショートさせないでください。 

スピーカーコードの左ちを逆にしたり、極性を間違えて接続ずると、楽器などの位置びはっさりせず、不自然な音になります。正しく接続して 
ください。 

サラウンドバックスピーカーび]つの場合は、サラウンドバック左端子に接続してください。 

2組目のフ□ントスピーカーを接続する場合、または他の部屋のスピーカーを本機に接続する場合は、スピーカー日端デに接続してください。 
市販のバナナプラグを使巧する場合は、スピーカー端子をしっかり締めた状態で接続してください。 


•- V 9300 H 











アンテナを接続しないとラジオ放送が受信できません。下記に従って正しく接続してください。 



接続のしかた 


4レバーを 戻ず。 










fflol 


◎ 


(OOP) ) 



7 ずべての接続び完了した s 、 電源コードをコンセントに接続ずる。 

フ□ントパネルのスタンバイインジケーターがホく点灯し、スタンバイ状態になりまず。 

2本機の[の（電源)]キ ー 、またはリモコンの [ ON ] キーを巧して電源をオンにずる。 

フ□ントハ‘ネルのスタンバイインジケーターび消‘打し、ディスプレイが点打しまず。 

電源をオフにずる(スタンバイ3犬態)には 

本機の [ d ) (電源)]キー、または U モコンの [STAND 日 Y 1 キーを f 甲ず。 



接続のしかた 
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"Auto Setup " 


"Manual Setup " 


"TV Audio In " 

テレビのデジタルサラウンド放送をサラウンド環境で楽し 
みたいとさは、オンに設定します。オンに設定すると、テ 
レビの入力を切り換えたときに本機の入力び"日 PTl " に切 
り換わります。 

"Setting Lock " 

本機の設定を n ックします。 -鹽 

" Exit " 

セットアップ;/ニュ—を終了します。 


セットアップメニューを抜けるには 

セットアップメニューで" Exit " を選ぶか、 [ SETUP ] キーを押ず。 


"Room EQ " 

オートセットアップで設定されたイコライヴーカーブを使ラ-頗 
か使わないか設定します。 

" Calibrate " 

スピーカーやリスニングルームの特性を測定し、解析しま-鹽 
す。 

" Confirm " 

オートセットアップの結果を確認します。 

" Return " 

セットアップメニユーに戻ります。 

"SP Setup " 

スピーカーの有無やサイズを選びます。 

"SP Level " 

スピーカーの出カレベルを調整します。 -願 

"SP Distance " 

スピーカーか 5 U スニングポジションまでの距離を設定し-願 


ます。 


Return " セツトアップメニューに戻ります。 


"Subw Re - Mix " 


サブウーファーに他のチャンネルのほ音域を加えます。 -闽 

" Crossover " 


"SP Setup " で " Normal " に設定したスピーカーで再生する-顧 
低音域周波数の下限を設定します。設定した周波数よ0低 
し、帯域の音声信号を他のスピーカー (" Large " に設定してい 
るスピーカーやサブウーファー）に振り分けます。 

"LFE Level " 


Dolby Digital や DTS の再生時に低音を調節します。 -顧 

" Assignment " 


背面の CD(ASS に NA 目 LE ) 端子に入力を割り当てます。-鹽 

"Audio Delay " 


映像と音声のズレを調整します。 

"HDMI Input " 


HDMI の入力を有効にするか無効にするかを設定します。 

有効にすると、 HDMI のさまざまな機能び使えます。 

"HDMI Setup " 

"Audio Out " 

HDMI の音声入力を本機に接続されたスピーカーか5出力-励 
するか、テレビから出力するかを設定します。 


"Audio Delay " 

HDMI の映像と音声のズレを調整します。 -跑 

"HDMI Link " 

HDMI のコント□-ル機能のオン/オフを設定します。才-励 
ンに設定すると、テレビの電源と本機の電源を連動させた 
り（パワーコント□ール)、テレビ側か5本機の音量の調節 
などびでをるよラになります（テレビコント□ール)。 


Return " セツトアップメニューに戻ります。 


セットアツブ 
メニユ- 


サブメニュ- 


設定内容 


ページ 


7 [ SETUP ] キーでセットアップモードに入る。 

"Auto Setup " は 、 [AUTO ROOM EQ ] キーでもセットアップモードに入れます。 

■AUTO ROOM EQ 

-SETUP フ [MULTI CONTROL ◄/►] キーで項目を選び、 [ ENTER ] を巧ず。 

— ENTER サブメニューがある場合は、同じ手順で項目を選びます。 

— MULTI CONTROL 3各項目のぺ—ジを参照して設定をずる。 


本機の設定 
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Auto Room EQ 機能はしソ下の測定や解析を自動で行い、最適 
な ホームシアター 環境を設定します。 

•スピーカーの巧 続 

•スピーカーか5リスニングポジションまでの 距離 
•スピーカーの サイズ 
•スピーカーの 極性 
-スピーカーの 再を周液巧特性 
• スピーカーの 音量レベルの調整 


2 マイクをリスニングポジションに置く。 


付属のセツトアップマイクを使用して行います。 


測定中はスピーカーより大きなテスト信号が出力されます。特に 
夜間には近隣やルさいお子様に十分配慮してください。 



7マイクを本機に接続ずる。 


マイクは耳の高さに置いてください。 

スピーカーとマイクの間には障害物を置かないで < ださい。 


3才ートセットアップモードに入り、測定を開始ずる。 


[AUTO ROOM EQ ] を押ず。 

[MULTI CONTROL ◄/►] で" Calibrate " を選ぶ。 



[ ENTER ] を押す。 


[MULTI CONTROL ◄/►] で" Sta け"を選ぶ。 

に N 下 ER ] を巧ず。 




測定が完了するまでに約2分間かかります。 

ヘッドホンをさしている場合は抜いてください。 表示が" Calibrating 1 "、 "Calibrating 2" と変わりまず。測定 

が終わると" Analyzin 旨"表示に変わり、測定結果の解析をしま 
ず。この場合は、手順日に進みまず。 

測定が中断し、メッセージが表示された場合は、手順4に進ん 
で < ださい。 




4 メッセージの確認とその対応をずる。 

「メッセージが出たとさは」を参照して、メッセージの内 
容を確認します。 
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5 測定を続ける。 


51認 メジセージ (-励） び出たと去 

[MULTI CONTROL ►] で "Continue" を選ぶ。 



[ENTER] を押ず。 



エラーメジ七ージ (-®) び出たと去 

[MULTI CONTROL ►] で " Retry" を選ぶ。 



[ENTER] を押ず。 

5オートセットアップを終了ずる。 

" Analyzin 旨"表示が" Complete " 表示に変わると才ートセット 
アップは完了でず。 



測定巧容を確認したし、とさは 

7手順3で" Confirm " を還び、 [ ENTE 刊を巧す。 

ク [MULTI CONTROL ィ /►] で確認したい項目を 
還び、 [ ENTER ] を巧ず 。 [MULTI CONTROL 
ィ /►] で設定内容を確認する。 

li (下の設定内容が確認でをまず。 

• スピーカー構成 ("SP Setup ") 

. スピーカーレベル ("SP Level ") 

• スピーカーの 距離 ("SP Distance ") 

• ク□スオーバー周波数 (" Crossover ") 

設定内容の詳細は r スピーカーの設定 -"Manual Setup "-」 

を参照して < ださい。 


測定を中断したいときは 

1 U 下のいずれかの操作をすると、測定を中断して通常の入力表 
示画面に戻ります。 

• 電源の ON/OFF 

• [AUTO ROOM EQ ] キーの操作 
• に ETUP ] キーの操作 

• [INPUT SELECTOR ] キーの操作 


" Confirm " 表示のときに忙 NTER ] キーを巧ずと測定内容の確 
認になります。 （ r 測定内容を確認したいときは」 -®) 


[MULTI CONTROL ◄/►] で " Return" を選ぶ。 



[ENTER] を押ず。 


£ 

-部屋の特性によってはスピーカーのレベルや距離の測定結果び 
実隙と異なる場合びあります。このような場合はマニュアルセッ 
トアップで設定内容を修正してください。（「スピーカーの設定- 
"Manual Setup "-」 -靖) 

-オート セットアップ後に スピーカー や スピーカーの 位置を変更した 
場合は、再度オートセットアップを巧ってください。 




























































メッセージが出たとまは _ 

測定中にエラーメッセージや確認メッセージが表示されて測定が 
中断した場合は、何らかの不具ちが検出された事を意味します。 
メッセージの内容を読み、必要な赃理を巧ってから、再度測定 
を巧ってください。 

エラーメッセージ：メッセージの内容にしたがって処置をし、再 
度測定をしてください。 

確認メッセージ：内容を確認し、そのまま先へ進むことがでを 
ます。 


エラーメッセージ 

" E 1 : No Mic ": 

セットアップマイクが接続されていません。 

—付属のセットアップマイクを [AUTO ROOM EQ マイク入 
力]端子に接続してください。 

" E 2 : Phones ": 

へッドホンが接続されています。 

—へッドホンを扳いてください。 

" E 3 : No Sp L / R 7" E 3 : No Sp L ：|: 

左ち両方のフ□ントスピーカー、またはどち5か一方のフ□ン 
トスピーカーが接続されていません。 

—フ□ント スピーカーを 接続してください。 

" E 3 : No Sp SL 7" E 3 : No Sp SR ": 

左ちどち 5 か一方のサラウンドスピーカーが接続されていませ 
ん /。 

—サラウンド スピーカーを 接続してください。 

" E 3 : No Sp S 己 L ": 

左ちどちらか一ちのサラウンドバックスピーカーが接続されて 
いません。 

— 7.1 チヤンネルシステムの場合は、左ち両方のサラウンドバッ 
クスピーカーを接続してください。日.1チヤンネルシステム 
の場合は、サラウンドバックスピーカーをサラウンドバック 
左に接続して < ださい。 

" E 3 : S 己 W/0 S ": 

サラウンド左/ちスピーカーが接続されていません。 

—サラウンド左/ちスピーカーを接続してください。 

" E 4 : Noisy ": 

測定環境の雑音が大さずぎまず。 

—雑音の原因を取り除いて再度測定を巧ってください。 

"E 曰：巨 ad S / N ": 

測定環境の雑音が大をずぎまず。 

—再度測定を行ってください。 

" E 6 : FarSP ": 

スピーカーの設置位置が遠すざます。 

— スピーカーを 設置し直してください。 

" E 7 : DSP ": 

本体内部で通信エラーが起こりました。 

—再度測定を行い、同じエラーが出る場合はケンウッドヴービ 
ス窓□にお問い合わせください。 

" E 8 : Time Out ": 

測定中に何5かの要因で時間がかかり過ぎていまず。 

—再度測定を行い、同じエラーが出る場合はケンウッドヴービ 
ス窓□にお問い合わせください。 
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確認メッセージ 

" Cl : Phase L 7" C 1 : Phase R ": 

フ□ント左またはちスピーカーの接続が +- 逆です。 

—フ□ント左またはちスピーカーの+—が正しく接続されてい 
るかどラか確認してください。 

" C 1 : Phase SL 7" C 1 : Phase SR ": 

サラウンド左またはちスピーカーの接続が+—逆です。 

—サラウンド左またはちスピーカーの+—が正しく接続されて 
いるかどうか確認してください。 

" C 1 : Phase SBLy ' Cl : Phase S 巳 R ": 

サラウンドバック左またはちスピーカーの接続が+—逆です。 

-サラウンドバック左またはちスピーカーの+—が正しく接続 
されているかどラか確認して < ださい。 

" C 1 : Phase C ": 

センタースピーカーの接続が+ -逆です。 

—センタースピーカーの+—が正しく接続されているかどラか 
確認してください。 

" C 2 : No Sp C ": 

センタースピーカーが 接続され ていません。 

-センタースピーカーをお持ちの場含は接続してください。 
お持ちでない場合はこのメッセージを無視してください。 

" C 2 : No Sp SW ": 

サブウーファーが接続されていません。 

—ヴブウーファーをお持ちの場合は接続して< ださし、 
お持ちでない場合はこのメッセージを無視してください。 

" C 2 : No Sp S ": 

サラウンドスピーカーが接続されていません。 

-サラウンドスピーカーをお持ちの場合は接続してください。 
お持ちでない場合はこのメッセージを無視してください。 

" C 2 : No Sp SB ": 

サラウンドバックスピーカーが接続されていません。 

—サラウンドバックスピーカーをお持ちの場合は接続してくだ 
さい。お持ちでない場合はこのメッセージを無視してくださ 
い。 

" C 2 : No Sp SBR ": 

サラウンドバックちスピーカーが接続されていません。 

—サラウンドバックちスピーカーをお持ちの場合は接続してく 
ださい。お持ちでない場合はこのメッセージを無視して<だ 
さい。 


オート セットアップではスピーカーの設定の他に、リスニング ルー 
ムの 音響 特性を測定してその部屋に合ったイコライザーカーブを 
作ります。そのイコライザーカーブのオン/オフを設定します。 

7 Auto Setup モードに入り 、 "Room EQ " を選ぶ。 
[AUTO ROOM EQ ] を巧ず。 

[MULTI CONTROL ィ /►] で" Room EQ " を選ぶ。 



[ ENTER ] を f 甲ず。 

2 イコライザーカーブを使うかどうか設定ずる。 
[MULTI CONTROL ▼/▲] で選ぶ。 


[ ENTER ] を押ず。 


表示 

のホ 

巧疋 

"Room EQ 加" 

オートセットアップで測定したイコライザー 
カープを使います。 

"Room EQ Off " 

オートセットアップで測定したイコライザー 
カープを使いません。 


"Room EQ Off " を選んでも、才ートセットアップで設定したスピー 
力一の設定は有効です。 
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"CNTR Large " 

大をめサイズのセンター 
スピーカー 

センター 

スピーカー 

"CNTR 

Normal " 

普通サイズのセンタースピー 
力一 


"CNTR Off " 

センタースピーカーを接続し 
ていません。 


"SURR Large " 

大きめサイズのヴラウンドス 
ピーカー 

サラウンド 

スピーカー 

"SURR 

Normal " 

普通サイズのサラウンドス 
ピーカー 


"SURR Off " 

サラウンドスピーカーを接続 
していません。 


"SB Largex 2" 

大きめサイズのサラウンド 
バックスピーカーを吕つ接続 
しています。 （7.1 ch ) 


"SB Largexl " 

大きめサイズのサラウンド 
バックスピーカーを1つ接続 
しています。 (6.1 ch ) 

サつウンド 

バック 

スピーカー 

"SB Normalx 2" 

普通サイズのサラウンドパッ 
クスピーカーを吕つ接続して 
います。 (7.1 ch ) 


"SB Normalxl " 

普通サイズのサラウンドバッ 
クスピーカーを1つ接続して 
います。（巨. Ich ) 


"SB Off " 

サラウンドバックスピーカー 
を接続していません。 


" Return " 

セットアップメニューに戻り 
ます。 


4 [ ENTE 刊を巧して確定ずる。 


途 

-スピーカー サイズの目安 

" Large ": 十分な低音域再生能力のあるスピーカー（大□径の 

ウーファーのあるスピーカーや、大きなキャビネット 
サイズのスピーカーなど） 

" Normal ": 低音域再生能力び" Large " より低いスピーカー(低音 
域は " Large " に設定されている他のスピーカーやサブ 
ウーファーから出力されます。） 

サイズび分からない場合は、 " Normal " の設定をおすすめします。 

-サプウーファーで " SU 巨 W Off " を選んだときは、フロントスピー 
力一は "FRNT Large " に設定されます。 

-フ□ントスピーカーで "FRNT Lar 旨 e " を選んだときは、サブウー 
ファーの設定を" SUBW On " にしていてもヴプウーファーから音は 
出ません。サブウーファーから音を出したい場合は、サブウーファー 
U ミックスをオンにしてください。（「ヴプウーファ ー U ミックス- 
"Subw Re - Mix "-」 -頸） 

-フ□ントスピーカーで " FRNT Normal " を選んだときは、その他の 
スピーカーで " Large " を選べません。 

-サラウンドスピーカーで I’SURR Off " を選んだ場合は、サラウン 
ドパックスピーカーを選べません。 

-サラウンドスピーカーで I’SURR Normal " を選んだ場合は、サラ 
ウンドバックスピーカーで " SB Large " を選べません。 


各スピーカーを手動で設定する場合や、オートセットアップで設 
定された内容を変更する場合に行います。 


〇〇〇 〇 
〇 〇 〇 ^ 
000 0 
00 



■SETUP 

-ENTER 

-MULTI CONTROL 


スど一力一媒ぶ -"SP Set 叩 "- _ 

スピーカー 有無や スピーカーの サイズを選びます。 

7 マニュアルセットアップモードに入る。 

[SETUP] を押ず。 

[MULTI CONTROL ィ /►] で " Manual Setup " を選 
ぶ。 



[ENTER] を f 甲ず。 

2 "SP Setup " を選ぶ。 

[MULTI CONTROL ◄/►] で " SP Setup" を選ぶ。 

[ENTER] を巧ず。 

3 各スピーカーの有無や大きさを選ぶ。 

[MULTI CONTROL ◄/►] でスピーカーを選ぶ。 

1 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で設定ずる。 


上記の操作を繰り返してずベてのスピーカーの設定をします。 


スピーカー 

表示 

設定 

ヴプウー 

"SUBW On " 

ヴプウーファーを接続してい 
ます。 

ファー 

"SUBW Off " 

ヴプウーファーを接続してい 
ません。 

フ□ント 

"FRNT Large " 

大きめサイズのフ□ント 
スピーカー 

スピーカー 

"FRNT 

Normal " 

普通サイズのフロントスピー 
力一 
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スピーカーレ ペル -"SP Lever- 


スピーカーの距難 -"SP Distance"- 


テスト!ンを聴をながら、すべてのスピーカー方、6の音量がほ 
ぼ同じになるように調整します。 

7 "SP Level " を選ぶ。 

[SETUP] を押ず。 

[MULTI CONTROL ィ /►] で " SP Level" を選ぶ。 

[ENTER] を押ず。 

2 テストトーンの再生方法を選ぶ。 


[MULTI CONTROL ◄/►] で選ぶ。 



；；；：；1 :: I ： i i I " i."j i"j — i::::i 


[ENTER] を押ず。 


表示 

の中 

巧疋 


" T.TONE Auto " 

テスト!-ーンび約2砂ごとに各スピーカー 
から聞こえます。 

' T.TONE Manu " 

テスト1-ーンを出力するスピーカーを自分 
で選んで調整するモードです。 

' T.TONE Off " 

令聴いている音で調整します。 


" Return " 

セットアップメニューに戻りまず。 



3各スピーカーの音量レベルを調整ずる。 

" T.TONE Auto " を還んでいるとを 

調整したいスピーカーチヤンネルからテスト!-ーンが出ている 
ときに [MULTI CONTROL ▼/▲] で音量レベルを調整します。 
すべての調整が終わったら [ ENTER ] で確定します。 

" T.TONE Manu " または " TTONE Off " を還んでいるとき 

[MULTI CONTROL ィ /►] で調整したいスピーカーチヤンネ 
ルを選びます 。 [MULTI CONTROL ▼/▲] で音量レベルを調 
整します。すべての調整が終わった5 [ ENTER ] で確定します。 

li 

-市販の音圧計をお持ちの場合は、ーターの読み取り単位を I ’ c " 
に設定し、ノイズレベルび7已 d 日になるよラに各チヤンネルの音 
量レベルを調節します。調整は U スニングポジションで行ってくだ 
さい。 


リスニングポジションから各スピーカーまでの距離を設定しま 
す。設定を行ラ前に、リスニングポジションから各スピーカーま 
での距離を測って下の表に記入しておきましよラ。 

スピーカーの 距離 


スピーカー 

インプットチヤンネ 
ルインジケーター 

スピーカーまでの 距離 


フ□ントスピーカー 
(左） 

" L " 

メー トル （フイー ト） 




センタースピーカー 

"じ’ 

メー トル （フイー ト） 

■ 

フ□ントスピーカー 

" R " 

メー トル （フイー ト） 


(ち） 

本 

サラウンドスピーカー 
(ち） 

" SR " 

メー トル （フイー ト） 

機 

の 

サラウンドバック 
スピーカー 

" SB " 

メー トル （フイー ト） 

設 

定 

サラウンドバック 
スピーカー（ち） 

" SBR " 

メー トル （フイー ト） 


サラウンドバック 
スピーカー（左） 

"S 巨 L " 

メー トル （フイー ト） 


サラウンドスピーカー 
(左） 

" s じ’ 

メー トル （フイー ト） 


ヴプウーファー 

" SW " 

メー トル （フイー ト） 



7 "SP Distance " を選ぶ。 


[SETUP] を押ず。 


[MULTI CONTROL イ /►] で " SP Distance" を選ぶ。 







[ENTER] を押ず。 


2 距離の単位を選ぶ。 

[MULTI CONTROL イ /►] で単位を選ぶ。 



i；：ii i i ：■■■! i i h . h :::: j ミ! 


[ENTER] を押ず。 

表示 

設定 

"UNIT Meters " 

メートル単位。 

"UNIT Feet " 

フィート単位。 

" Return " 

セットアップメニユーに戻ります。 
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3 距離を設定ずる。 


[MULTI CONTROL ◄/►] で スピーカーを 選ぶ。 



0.03 m 〜日 .Om (0.1 け〜30.0け）まで、0.03 m (0.1け）ご 
とに調節でをます。 


■ 4手順3の操作を繰り返してずベてのスピ—カーの 
本 距離を設定ずる。 

機 

® 5 [ enter ] を巧して確定ずる。 


サブウーファー ! J ミツクス -" Subw Re-Mix"- 

サブウーファーに他チヤンネルの低音を加えます。 

7 "Subw Re - Mix " を選ぶ。 

[SETUP] を押ず。 

[MULTI CONTROL ◄/►] で " Subw Re-Mix" を選ぶ。 



[ENTER] を押す。 


2 サブウーファーリミックスを設定ずる。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] でサブウーファーリミックス 
を使ラか使わないか選ぶ。 



に NTER] を押ず。 


表示 

設定 

"SW RE-MIX 加" 

サブウーフアーリミックスをオンにしま 
す。 

"SW RE-MIX Off " 

サブウーフアーリミックスをオフにしま 
す。 

低音はフ□ントスピーカーのみから出ま 


す。 


i£ 

-サプウーファーの設定び" Off " のとを、またはフ□ントスピーカー 
の設定び " FRNT Normal " のときは、ヴプウーファ ー U ミックスは 
設定でをません。 
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スピーカー 構成の設定で" Normal " に設定された スピーカーで 再 
生する低音域周波数の下限を設定します。設定した周波数より 
低い帯域の音声信号は、 " Lar 旨 e " に設定されている他のス ピー 
力一や、サブウーファーか日出力されます。 

7 " Crossover " を選ぶ。 

[SETUP] を巧ず。 


[MULTI CONTROL ◄/►] で " Crossover" を選ぶ。 


[ENTER] を押ず。 


2 ク□スオーバー周液数を選ぶ。 


[MULTI CONTROL ▼/▲] でク□スオーパー周波数を 

選ぶ。 


[ENTER] を押ず。 

40 Hz 〜200 Hz まで、10 Hz ごとに調節できまず。 


LFE (Low Frequency Effect) レペル 
一 " し FE し ever— 


Dolby Digital や DTS の再生時に低音を調節します。 


"LFE Level " を選ぶ。 


[SETUP] を押ず。 


[MULTI CONTROL イ /►] で " LFE Level" を選ぶ。 


[ENTER] を f 甲ず。 


2 LFE レベルを設定ずる。 


[MULTI CONTROL ▼/▲] でレベルを選ぶ。 


[ENTER] を押ず。 

レベルは OdB か 5- lOclB の範囲で Id 日ごとに調整できます。 


CD ( ASS に NABLE ) 光端子に接続した機器にあわせて入力を割 
り当てます。 CD 、 VIDE 01、 AUX から選べます。 


" Assignment " を選ぶ。 

[SETUP] を押ず。 

[MULTI CONTROL イ /►] で " Assignment" を選ぶ。 


[ENTER] を f 甲ず。 

2 割り当てたい入力を還ぶ。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で入力を選ぶ。 

畢 E i …: M 

[ENTER] を押ず。 


表示 


の中 

巧疋 

I’OPTl 

CD " 

CD を割 0 当てます。 

I’OPTl 

VIDEOl " 

VIDE 日 1 を割り当てます。 

I’OPTl 

AUX " 

AUX を割り当てます。 

才ーデイオデイレイ -"Audio Delay"- 


テレビモニター映像のちがスピーカーから聞こえる音靑より遅い 
場合に音声を遅らせる調整をします。 

7 "Audio Delay " を選ぶ。 

[SETUP] を押ず。 

[MULTI CONTROL ◄/►] で " Audio Delay" を還ぶ。 

[ENTER] を押ず。 

2 ディレイタイムを設定ずる。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] でディレイタイムを選ぶ。 

■■■■ . 

[ENTER] を押ず。 

レベルは 0 ms (ミリ秒）か5 300 ms (ミリ砂）の節囲で 10 ms 
ごとに調整でさます。 





入力割 0 当て -"Assignment"- 


本機の設定 







































































































HDMI 端子に接続した機器を使ったり、 HDMI コント□—ル機能 
を使ったりするためには HDMI の設定が必要です。 

HDMI 接続をしていない場合は、 HDMI 入力の設定をオフにし 
てくだをい。 （rHDMI 入力の設定-" HDMI lnput"-J) 


0000 
000 «- 
0000 

00 受こ I 


•SETUP 


•ENTER 


■MULTI CONTROL 


HDMI 入力の設定 -"HDMI Input"- _ 

HDMI の入力を有効にするか無効にするか設定します。また、 
この設定を有効にすることにより、 HDMI 機能を設定したり、 
HDMI コント□—ル機能を使うことびできます。 


7 "HDMI Input " を選ぶ。 

[SETUP] を押ず。 

[MULTI CONTROL ◄/►] で " HDMI Input" を選ぶ。 



[ENTER] を押ず。 

2 HDMI の入カソース （ DVD または VIDE 02) を選 
び、音声入力と映像入力の設定をずる。 

[MULTI CONTROL ◄/►] で入カソース （ DVD または 
VIDEO 吕）を選ぶ。 


[MULTI CONTROL ▼/▲] で音声入力と映像入力の設 
定をずる 

[ENTER] を押ず。 


表示 

(DVD 入力時/ 
VIDEO 吕入力時） 

設定 

"DVD A / V " 

" VIDE 日2 A / V " 

音声と映像両方において HDMI 入力を 
使います。通常はこの設定を選びます。 

"DVD Video " 
" VIDE 日2 Video " 

映像のみ HDMI 入力を使います。 

音声はデジタル（光-同軸）またはアナ 
□グ音声入力になります。 

"DVD Off " 

" VIDE 日 2 Off " 

映像はアナ□グ映像入力（ビデオ、 S ビ 
デオ、または D 端子）になります。 

音声はデジタル（光-同軸）またはアナ 
□グ音声入力になります。 


HDMI の設定 -"HDMI Setup"- _ 

HDMI コント□—ル機能の設定をします。 

7 HDMI セットアップモードに入る。 

[SETUP] を押ず。 

[MULTI CONTROL ◄/►] で " HDMI Setup" を選ぶ。 

[ENTER] を押ず。 

2設定項目を選ぶ。 

[MULTI CONTROL ◄/►] で設定項目を選ぶ。 


[ENTER] を押ず。 


表示 

設定 

"Audio Out " 

HDMI の音声の出力先を設 
定します。 

"Audio 

出力する音声と映像の時間の 

Delay " 

ずれを補正します。 

"HDMI Link " 

HDMI コント□ール機能を使 
ラか使わないか設定します。 

"Power 

HDMI コント□ールで電源の 

CTRL"*i 

オン/オフを連動させます。 

"TV CTRL "*^ 

テレビ側から本機の音量の 
調整などの操作びでをます。 

" Return " 

セットアップメニューに戻り 
ます。 


*1 "HDMI Link " の設定を"加"にしたときに設定できます。 
"Power CTRL " の設定を"加"にしたときに設定でさます。 

3 それぞれの項目の設定をずる。 

各項目の設定は次ページを参照してください。 




本機の設定 
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表示 

設定 

"POWER CTRL 加" 

テレビの電源をオン/オフすると、本 
機の電源も達動します。 

"POWER CTRL Off " 

テレビの電源に本機の電源は連動しま 
せん。 


"POWER CTRL On " に設定した場合は T テレビコント □— 
ル J の設定に進みます。 
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本機からまたは接続機器か6の操作で、音量調節や入カソース 
の切り換えを連動して行うかを設定します。 


7 「 HDMI の設定 - "HDMI Setup "-」- 鹽で、 
"HDMI Link " を選ぶ。 

2 HDMI コント□—ル機能のオン/オフを設定ずる。 
[MULTI CONTROL ▼/▲] でオン/オフを選ぶ。 


[ ENTER ] を押ず。 


表示 

設定 

"HDMI LINK On " 

HDMI コントロール機能を使います。 

"HDMI LINK Off " 

HDMI コント□-ル機能を使いません。 


HDMI LINK をオンにすると、フ□ントパネルの HDMI インジ 
ケーターが青 < 点灯します。 

"HDMI LINK On " に設定した場合は「バワーコントロール J 
の設をに進みます。 


パワーコントロール 


本機に接続された機器か日の電源操作や再生操作によって、本 
機の電源を連動させるかを設定します。 


HDMI パワーコント□ール機能のオン/オフを設定 
ずる。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] でオン/オフを選ぶ。 

[ ENTER ] を押ず。 


HDMI の音声入力の出力先を設定します。 

7 「 HDMI の設定 - "HDMI Setup "-」- 頸で、 
"Audio Out " を選ぶ。 


2 HDMI の音声の出力巧を設定ずる。 
[MULTI CONTROL ▼/▲] で出力巧を選ぶ。 


[ ENTER ] を押ず。 


表示 


設定 


"AUDIO OUT AMP " 


"AUDIO OUT TV " 


音声は本機に接続されたスピーカーか 
ら出まず。 

音声は本機に接続されたテレビから出 
ます。 




テレビコント□ールびオフのとをに設定でをます。 

"AUDIO OUT TV " に設定時に音び出ないまたはノイズび出る場 
合は、再生機器側の音声出力設定を PCM にしてください。 

"AUDIO OUT TV " に設定時は、音量はテレビ側で調整してくだ 
さい。 


才ーデイオデイレイい J ツブシンク ) -"Audio 
Delay "- _ 

テレビモニター映像の方がスピーカーか5聞こえる音靑より遅い 
場合に音声を遅らせる調整をします。 

7 「 HDMI の設定 - "HDMI Setup "-」- 鹽で、 
"Audio Delay " を選ぶ。 

2 HDMI 音声出力の遅延補正方法と遅延時間を設定 
ずる。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で遅延補正ちまを選ぶ。 


[ ENTER ] を巧ず。 


表示 

設定 

"DELAY Auto " 

出力する音声と映像の時間のずれを自 
動で補正します。 

"DELAY Manual " 

出力する音声と映像の時間のずれを手 
勘で補正します。 

"DELAY Off " 

補正はしません。 


"DELAY Manual " を選んだ場合は 、 [MULTI 
CONTROL ' t / a ] で遅延時間を選巧し、 [ ENTER ] で確定 
しまず。 

レベルは 0 ms (ミリ秒）か5 300 ms (ミリ砂）の節囲で 10 ms 
ごとに調整できまず。 


£ 


テレビび" DELAY Auto " に対応していない場合は" DELAY 
Manual " を選んでください。 





き青が力 -"Audio Out"- 


HDMI リンク -"HDMI Link"- 


本機の設定 




































































テレビ 3 ントロール 


誤ってキーを押してしまっても設定内容が変わらないよラに□ッ 
クします。 


表示 

設定 

"TV AUDIO On " 

音帛を自動的に切り換えて、テレビの音 
声を本機のスピーカーから出力します。（本 
機のインプットセレクターは " oPTr にな 
ります。） 

"TV AUDIO Off " 

音声は切り換わりません。（本機のイン 
プットセレクターは変わりません。） 


d 

- HDMI LINK びオンのときに設定できます。 
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000 0 
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•SETUP 


•ENTER 


•MULTI CONTROL 


1 "Setting Lock " を選ぶ。 

[SETUP] を押ず。 

[MULTI CONTROL ◄/►] で " Se け in 旨 Lock" を選ぶ。 

[ENTER] を押ず。 

2 □ックずる。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で " SETUP Locked" を選 
ぶ。 


[ENTER] を押ず。 

表示 

の中 

巧疋 

"SETUP Locked " 

設定をロックします。 

"SETUP Unlocked " 

ロックを解除します。 


テレビ側で音声をテレビまたは本機のどち5から出力するかを 
設定します。この設定を" On " にすると、テレビ側か日本機を操 
作（音量の調節など）でをます。 

7 HDMI テレビコント□ール機能のオン/オフを設定 
ずる。 


[MULTI CONTROL ▼/▲] でオン / オフを選ぶ。 

[ENTER] を巧ず。 


表示 

設定 

"TV CTRL 加" 

テレビから本機の操作びでをるよラにし 
ます。 

"TV CTRL Off " 

テレビから本機の操作をしません。 


テレビ側から操作できることは、テレビによって異なります。テレ 
ビの取扱説明書をご覧ください。 


テレビ音き入力 -" TV Audio In "- _ 

テレビの入力を HDMI 入力（本機の HDMI モニター出力）方、 
5デジタル放送（テレビの内蔵チューナー）や他の入力に切り 
換えたときに、本機の入力を" OPTl " (背面の[光デジタル入力 
CD ( ASSIGNABLE )] 端子）に自動的に切り替え、音声を本機に接 
続しているスピーカーか5出力するよラにします。 AAC などのデジタ 
ルサラウンド放送を本機で設定したサラウンド環境で楽しめます。 

7 "TV Audio In " を選ぶ。 

[SETUP] を押ず。 

[MULTI CONTROL ◄/►] で " TV Audio In" を選ぶ。 



[ENTER] を押ず。 

2設定項目を選ぶ。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で設定項目を選ぶ。 

[ENTER] を押ず。 




本機の設定 







































































お使いの機器やテレビによっては、一部の HDMI コント□-ル 

機能に対応していないため、正しく動作しないことがあります。 

HDMI コント□-ル機能を使ラ前に、お使いの機器がどの機能 

に対応しているか、下記の手順で確認することによって 、 HDMI 

コント□-ル機能をより煩利に使うことができます。もし、正常 

に動作しない機能があった場合は、それぞれの設定をオフにして 

本機をご使用ください。 

操作の前に 

• 本機、テレビ、および HDMI 接続でをる機器を HDMI 
ケーブルで接続してください。 

• テレビや HDMI 接続でさる機器の HDMI コント□-ル設 
定を有効にしてください。（テレビや再を機器の設定に関 
しては、それぞれの取扱説巧書をご巧認ください。） 

• 本機の HDMI リンスバワーコント □- ル、テレビコン 
卜□-ルおよびテレビ音声入力をオンに設定してくださ 
い。 

HDMI の甚本動作の確認 _ 

7 HDMI 接続してし巧すベての機器の電源を入れる。 

2テレビの入力を、本機に接続した HDMI 入力に切 
り換える。 

ゴ本機の入力を、 HDMI 入力のソースに切り換えて、 
接続機器の映像び正しく映り、音声びスピーカー 
か5出力されることを確認する。 


HDMI コント□—ル機能の確認 


7 HDMI 接続しているすべての機器の電源を入れる。 

2 テレビの入力を本機び接続されている入力にし、 
テレビのリモコンで音量を調節ずる。 

本機の音量が調節されていますか？ （ HDMI コント□ールの確 
認） 

3テレビのリモコンでテレビの電源をオフ（スタンパ‘ I 
イ）にずる。 ■ 

ずべての機器の電源がオフになりますか？ （ A ‘ワーコント□- 本 
ルの確認） H 

① 

4 HDMI 接続しているすべての機器の電源がオフの藍 
状態で、再生機器を操作して再生を始める。 疋 

ずべての機器の電源びオンになり、本機とテレビの入力が自動 
的に切り曽わりますか ？ （HDMI IJ ンクとバワーコント□-ルの 
確認） 

5 テレビに音声出力巧の設定びある場合、その設定 
を切り換えて、音声び正しく出力されることを® 

認する。 

本機あるいはテレビから音声が正しく出ていますか？（テレビ 
コント□—ルの確認） 

-この設定びテレビにない場合は、本機の HDMI の設定の " TV 
CTRL " をオフにして" AucHo 曰 ut " にて音声の出力先を設定 
して < ださい。 

-テレビからノイズび出る場合は、音声出力先を本機に設定す 
るか、テレビまたは接続機器に付属の取扱説明書をご確認の 
上、接続機器の音声出力を PCM に設定してください。 


5テレビの入力を内蔵チューナーに切り換える。 

本機の入力が" OPTl " に自動的に切り換わりますか？（テレビ 
音声入力の確認） 

£ 

-政下の操作をしているときには、 HDMI コント□ール機能は使え 
ません。 

-テスト!-ーン再生中 
-オートセットアップ中 
一録音モード中 
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再をの準備をする 


INPUT SELECTOR 



(!) 

SPEAKERS 
A / B/OFF 

RECEIVER ON- 



►LISTEN MODE 


♦ 本体のみで操作できます。 


[SPEAKERS A / B / OFF ] を巧して使用ずるス 
ピーカーシステムを選ぶ。 

使巧するスピーカーシステムの表示が点灯します。 


口回 
Ct 
回 




入カモードび" 6 ch Input " のときは、スピーカーシステム巨は選 
択でさません。 


7 接続しているテレビやプレーヤーの電源を入れる。 

2 [RECEIVER ON ] (リモコン）または[の](本体) 
を押して本機の電源をオンにずる。 

スピーカーシステムの設定 


"6 ch 

1 叩 

アナ□グ 6 ch 入カモードです。 

DVD /6 CH IN 端デに接続されている DVD プ 
レーヤーを再生するとをに選びます。 

" Analog "*^ 

入カモードをアナ□グに固定します。 

アナ□グ再生機器を再生するとをに選びます。 


*1"6 ch Input " 設定はインプットセレクターび "DVD (6 ch In )' 
のとをのみ設定でをます。 

DTS を再生時は設定で去ません。 


HDMI 入力の設定を有効にしているとき（入カソースは 
DVD と VIDE 02 のみ） 


表示 

設定 

"Signal 

Auto " 

デジタル信号の種類 （ PCM/Dolby Digital / 
DTS / AAC ) にあわせてデコードモードを切り 
換えます。 

"Signal 

Manual " 

デコードモードは再生するデジタル信号の種類 
に固定されます。 


• "Full Auto " または " Signal Aut □"を選択していると去は 、 "AUTO 
DETECT " インジケーターび点灯します。 



• "Digital Manual " を選択中に入力信号の切り換わりによって音声 
び出な<なった場合は 、 [LISTEN MODE ] キーを押して<ださい。 


入カモードの設定 


♦ 本体のみで操作でをます。 

デジタル入力端子に D ( ASSIGNA 巳 LE )、 VIDE 02、 DVD ) と 
HDMI 入力端テ （ DVD 入力、 VIDE 02 入力）に接続した磯器を 
再生するとをには、音青入カタイプと合ラよラに入カモードを設 
定します。 

7 [INPUT SELECTOR ] で" CD " (" CD "、 
" VIDEOr 、" AUX " のうちに D ( ASSIGNABLE )] 
端子に割り当てた入カソース)、 " VIDE 02"、 また 
は" DVD " を選ぶ。 


2 [INPUT MODS を巧して入カモードを選びまず。 

HDMI 入力の設定が有効ではないとさ 


表示 

設定 

"Full Auto " 

入力信号にあわせてデジタルとアナ□グを切り 
換えます。デジタル信号を検出した場合は、信 
号の種類 ( PCM/Dolby Digital / DTS / AAC ) 
にあわせてデコードモードを切り換えます。 

"Digital 

Manual " 

入カモードをデジタルに固定することによって入 
力信号の処理を早め、再生時の頭切れをなくし 
ます。 

デコードモードは再生する信号の種類に固定さ 


れます。 


个 I 11 I 口 
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000 0 


〇 


キ 

ス 

- 

ソ 

力 

入 



口 

口 

口 

口 









i 

口 

口 

口 

口 

□' 

口 

口 

口 

口 

口 

口 


§ 


巧 



音楽や映画を鑑賞ずる 


40 KRF-V9300H 




















再をする 



INPUT SELECTOR AV AUX/iPod 



7 再生ずる機器を選ぶ。 

リモコンの各入カソースキーを巧します。 

または本体の [INPUT SELECTOR ] つまみと [AV AUX / 
iPod ] キーで選びます。 

2 選んだ機器を操作して再生を始める。 

iPod の操作は本機か6できます。 （ nPod を使う」-勘） 

3 [VOLUME A / V ] で音量を調節ずる。 

4 色々な臨場感を楽しむ。 

さまざまなリッスンモードを楽しむことができます。 （ 「リッス 
ンモードを使ってサラウンド再生を楽しむ」 -®) 

また、選んだ入カソースに合わせて細かい調整ちできます。（「巧 
生ずるソースに含わせた調整」 -®) 




本体の [INPUT SELECTOR ] つまみでは AV AUX と iPod は選 
ベません。本体の [AV AUX / iPod ] キーか U モコンの [AV AUX ] 
または [ iPod ] キーで選んで < ださい。 


入カソースの音源のままで鑑賃する 
(ストレートデコードモード) 


入カソースの音源に音場効果を加えずにそのまま出力します。 



STRAIGHT- 

DECODE 


000 0 
000 0 
000 0 
000 0 


7再生したいソースを選ぶ。 

2 再生機器側で再生の操作をずる。 
3 [STRAIGHT DECODE ] を巧ず。 


ストレートデコードモード時は、リッスンモードは入力信号に 
合わせて自動的に選択されまず。 （ r 入力信号と対応するリッス 
ンモード」-願） 

I ’ STRA に HT " インジケーターが点巧しまず。 


解除ずるには 

[STRAIGHT DECODE ] を押ず。 

[LISTEN MODE ] が操作されたとをにもストレートデコード 
モードは解除されまず。 




入カモードび"日 ch Input " のときには、リツスンモードは変わりま 
せん。 （ 「入カモードの設定」-廳） 

入力信号の数びお使いのスピーカーより多い場合は、信号はお使 
いのスピーカーに合わせて自動的に振り分けられます。 


き楽ゃ映画を！ずる 
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ピュアオーディオモードは、ディスプレイを消灯しビデオ回路 
( HDMI 扮列）をオフにすることによって才ーディオ回路への彰 
響を抑えます。高音費で、より原音に忠実な音を楽しめるモード 
です。 



醫7ち生したいソ-スを還ぶ。 


^ 2再生機器側で再生の操作をずる。 

巧 

ず3 [PURE AUDIO MODE ] を巧ず。 

る 

ピュアオーディオモード時は、リッスンモードは入力信号に合 
わせて自動的に選択されまず。 （ r 入力信号と対応ずるリツスン 
モード」-鹽） 

ディスプレイは消灯します。 



解除ずるには 

[PURE AUDIO MODE ] を押ず。 

[LISTEN MODE ] や [ STRA に HT DECODE ] キーが巧され 
たとをにもピュアオーディオモードは解除されます。 

d 

-入カモードび"己 ch Input " のときには、 U ッスンモードは変わりま 
せん。 （ r 入カモードの設定」 -®) 

-ピュアオーディオモード時は、 HDMI 入力切がの映像は映りませ 
Aj 。 

- HDMI 出力へ変換されたアナログ映像 （ VIDEO 、 S - VIDE 曰およ 
び D 端子入力）は映りません。 


参リモコンのみで操作でをます。 


アナ□グ映像 （ VIDEO 、 S - VIDEO および D 端子入力）をアップ 
コンバージョンして HDMI 出力するとさの映像の解像度を切り換 
えます。 



7 [ RESOLUTION ] を巧して解像度を切り換える。 

巧ずたびに姑下のように切り換わります。 


表示 


設定 

"RES 

Auto " 

接続しているテレビに合わせて自動 
で調藝します。 

"RES 

] 080 p " 

1920 X 108 Op 

"RES 

720 p " 

1280 X 72 Op 

"RES 

] 080 i " 

1920 X 108 Oi 

"RES 

480 p / 已 7 巨 p " 

720 x 480 p 、 72 Ox 目7即 


d 

-接続しているテレビによって選択できる解像度は変わります。 
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D ほ PLAY 


[ D 旧 PLAY ] を巧ず。 


HDMI の入力信号とそのチャンネル数が数砂間表示されます。 
例： DTS-HD Master Audio 5.1 チャンネルの場合 



-映儘コンテンツによっては、インプットチヤンネルインジケーター 
で表す音声信号よりちをい音声信号び記録されている場合びあり 
ます。これは記録時に標準的なスピーカー配置とは違った配置で 
記湿されることびあるためです。この場合、標準的なスピーカー 
配置と合致する音声信号のインプットチヤンネルインジケーター 
のみび点むします。総チヤンネル数はディスプレイで確認できます。 

例：総チヤンネル数び 7.1 ch で、本機と合致するチヤンネルび己 Ich 
の場合（インプットチヤンネルインジケーターび己. Ich ) 



m C 

圃 
…….1 

日面 
画 
励 

臣 

が 1 川 TO 扣 TKTl 〇 1 。"化 MSHDMSTR 

] fHEiin 

1 


1 

1 1 


インプツトチヤンネルインジケーター 総チヤンネル数 


上記のよラな場合でち、本機のスピーカー設定に合わせて最適な 
再生を行います。（スピーカーリマッピング機能） 


♦ リモコンのみで操作でさます。 

接続機器からの HDMI 音声入力信号とそのチャンネル数を確認 
でをます。 



1 II II II 1 






器からの HDMI 音ち入力信号を確認する 


口言口 

口置口 

口 □□旨 
口 □□旨 


き楽ゃ映画を！ずる 
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PNC - iP 120( 別売）を使って本機の iPod 端子に iPod を接続す 
ると、本機から iPod の操作が出来ます。 

準備をしましよラ 

• iPod の TV 出力をオンにずる。（ビデオ巧応の iPod のみ） 

• iPod の TV 信号の設定を NTSC にずる。（ビデオ対応の 
iPod のみ） 

• PNC - iPl 吕0(別売）で iPod を本機の背面の iPod 端子に接 
続する。 

接続は本機の電源がオフ（スタンバイ状態）のとをに巧って 
<ださい。 

• 本機の電源を入れる。 

メニューを使ラ 


000 0 
000 0 
000 0 

7^ 〇 @ 二 I 


TOP MENU- 


RETURN- 



-ENTER 

-MULTI CONTROL 


— 11 — ill 



MUSIC 


違ラカテゴリーのメニューを選ぶには 
(ビデオ巧応の iPod のみ) 

リモコンの [ MUSIC ] または [ VIDEO ] キーを押ず。 

上の階層へ戻るには 

リモコンの [ RETURN ] キーを押ず。 



-再生したいプレイ U ストやアルバム、アーティスト、ジャンルなど 
を選んで [►/!!] キーを押ずと、その項目に含まれるすべての曲を再 
生します。 

-本機に対応している iPod については r 本機で使用できる iPod に 
ついて」 — ra をご覧ください。 

-選択したメニューの項目にデータび無いときには、 "No Data" と 
表示されます。 

- iPod を本機に接続している間は、本機または本機に付属の U モ 
コンで iPod の操作をします。 iPod を本機に接続している間は、 
iPod 側では操作で去ません。 

- ニューの項目や順序は iPod の機種によって異なる場合びありま 

す。 

メニ ュー例 

U モコンキー 


[MULTI CONTROL 
▼/ A ] キーで選巧 
[ENTE 刊キー で 確定 


じ- 



4 [ ENTER ] を巧して次へ進む。 

5 [MULTI CONTROL ▼/▲] で項目を選ぶ。 

5に NTER ] を巧して次へ進む。 

7手順4と手順已を繰り返して、再生したい巧を選 
ぶ。 

第3階層姑降の階層で項目が多い場合は、 [+10] キーで10項 
目ずつスキップずることがでさまず。 

巧を選択して [ ENTER ] または [►/II] キーを巧すと、再生が始 
ま0まず。 


リスト：選んだ項目の U スト 


7 [ iPod ] を巧して入カソースを iPod にずる。 

2 [TOP MENU ] を巧してメニユーモードに入る。 

ビデオ対応の iPod でない場合は、手順已に進みまず。 


3ビデオ対応の iPod のみ 


[MULTI CONTROL ▼/▲] でメニューのカテゴリー 
(" VIDEO " または" MUS に"）を選ぶ。 




音楽や映画を鑑賞ずる 





























iPod の操作 



iPod. 


〕口 
〕口 


C L ^11 DISPLAY 

姑 -™ E 


个 


■SHUFFLE 

•REPEAT 


再生と - 


[►/■リキーを巧ず。 

再生中に[►/ II ]キーを巧ずと、再生を一時停止します。 
再生中は再生中のファイル名が表示されます。 


フアイ!レスキップ 


[I ◄イまたは [►►!] キーを巧ず。 

再を中に[トパ]キーを巧した場合は、再生中のファイルの先頭 
から再生を始めます。 


早送り/早戻し 


♦ リモコンのみで操作できます。 

[♦イまたは [►►] キーを巧ず。 

再生を始めたいところまでキーを巧し続けます。 

早送り/早戻し中は「時間表示の切り換え」で設定している内 
容が表示されまず。 


リピ—卜再生 


roi 


• U モコンのみで操作でをます。 

[ REPEAT ] キーを巧す。 


日本語 
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押ずたびに UTF のように切り換わります。 


表示 


設定 

"Repeat 

One" 

]曲リピート再生 

"Repeat 

冉 11" 

全曲 U ピート再生 

"Repeat 

Off" 

リピート再生をオフにします。 

シャツフル再を 


参リモコンのみで操作でをます。 


[ SHUFFLE ] キーを巧ず。 

巧ずたびに喊下のよラに切り換わります。 

表示 設定 

"Shuffle Track" 曲（ファイル）をランダムに再生します。 
"Shuffle Album" アルバムごとにランダムに再生します。 
"Shuffle Off" シャッフル再生をオフにします。 


を巧の切〇双ス 

♦ リモコンのみで操作でさます。 

テキスト表示を切り換えます。 

再生または一時停止中に [ DISPLAY ] キーを巧ず。 

巧ずたびに政下のよラに切り換わります。 


_曲名ロアイル名）表示_ 

アルバム名表示 
アーティスト名表お 

選択した表示内容はスク□ール表示されます。 

-本機で表示でをる文字については r 本磯で使用でさる iPod につい 
て」-煩をご覧ください。 

時間表巧の切 0 換え 

♦ リモコンのみで操作でさます。 

時間表示を切り換えます。 

再生または一時停止中に [ TIME ] キーを巧ず。 

押ずたびに喊下のよラに切り換わります。 


ファイル番号と再生経過時間_ 

ファイル番号と再生のこり時間 

再生中のファイル番号/選択されている項目に入っている全 
ファイル数 



000 0 
000 0 
000 0 
000 0 


内容 


表示内容 


き楽ゃ映画を！ずる 












本機のリッスンモードを使って、色々な種類の映像ソフトで臨場感を楽しめます。サラウンドサウンドを最高の状態でお楽しみいただく 
ため、ご使用前にスピーカーの設定を行ってください。 


6.1 ch ヴラウンドヴウンドシステム 


[TV/SCREEN I 


户ぞ 



L : 左フ□ントスピーカー 

SW : ヴプウーファー 
C : センタースピーカー 

R : ちフ□ントスピーカー 

SL : 左サラウンドスピーカー 

SR : ちサラウンドスピーカー 
S 巨：サラウンドバックスピーカー 
S 巨 L : 左サラウンドバックスピーカー 
S 巨 R : ちサラウンドバックスピーカー 


インジケーターについて 


リツスンモード/入力信号フォーマツトインジケーター 

選択されたリツスンモードのインジケーターが点灯しまず。 

デジタル信号が入力されたとさには、 " Di 呂 ital " インジケーターも点灯 

しま d 0 I 


AUTO ROOM EQ 
DUAL MONO 


函圃画 


SP iPod lAUTODETECTl 

囚回 ron 


DIGITAL □□D + TrueHD DTS HD MSTR HI RES LBR 96/24 ES STEREO MULTI CH nnv 
6CH INPUT DDEX PL II X MOVIE MUSIC GAME DISCRETE PCM 

ANALOG OPT COAX NE0：6 CINEMA MATRIX STRAIGHT 凸凸 C □□ > 


rAUT0~l 

MHz 国 ™ 
kHz r TUNED 1 


インプットチャンネルインジケーター 

再生している音楽や映像についてどんなチャンネルが入力され 
ているか表しています。 

- U ツスンモードのチヤンネルではありません。 


" LFE " インジケーターは LFE チヤンネルが入力されている 
と点灯します。 LFE のレベルは調整で走ます。 （ rLFE(Low 
Frequency Effect ) レベル -"LFE Level "-」 -靖) 

" S " インジケーターはサラウンド信号が 1 つのチヤンネルの場 
合に点口します。 


5.1 ch ヴラウンドヴウンドシステム 


TV/SCREEN 


7.1 ch ヴラウンドヴウンドシステム 


TV/SCREEN 


臨場感を楽しむ 
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u ッスンモードを使つてサラウンド再をを楽しむ 


再生するソースに合わせてリツスンモードを選びます。 



LISTEN MODE 


r 广 n 1 c _ I 


0000 

0000 

0000 

0000 


•LISTEN MODE 


準備をしましよう 

• 使用する機器の電源をオンにする。 

• 「スピーカーの設定」を確認する。 

• 再生するソースを選ぶ。 

• 入カモードの設定をする。-鹽 

(入カモードが" Full Aut 口"または" Signal Auto" に設定さ 
れていると （"AUTO DETECT" インジケーターび点灯)、入 
力信号のタイプやスピーカーの設定に合ラリツスンモードが 
自動的に選ばれまず。また入カモードをアナ□グに設定ず 
ると DTS ソースを再生したときにノイズが出ることがありま 
す。） 

7選んだソースを再生ずる。 


2 [USTEN MODE ] で、リツスンモードを選ぶ。 

巧すたびにリツスンモードが切り換わります。 

リツスンモードの種類については「入力信号と対応するリツス 
ンモード」-顚を参照してください。 


臨場感を楽しむ 
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Dolby Digital. Dolby Digital EX' Dolby Digital Plus おぶび Dolby TrueHD ソ ー _ 


接続している音吉入力端子 

HDMI 、 光デジタル、 

同軸デジタル 

HDMI 

入力信号 

Dolby Digital / 
Dolby Digital EX 

Dolby Digital Plus 

Dolby TrueHD ( 〜 96kHz) 

Dolby TrueHD 
(176.4kHz/ 
192kHz) 

U ッスンモード 

*/2 

2 ch 

その他 

*/2 

本 / 3 

*/4 

2 ch 

その他 

*/2 

*/3 

*/4 

2 ch 

その他 


Dolby Digital 

O 

O 

O 










Dolby Digital + Pro Logic 
llx Movie*, 

O 












Dolby Digital + Pro Logic 
llx Music*3 

O 












Dolby Digital EX*^ 

O 













Dolby Digital Plus 0 0 0 0 

Dolby Digital Plus + Pro い 

Logic llx Movie *， u 

Dolby Digital Plus + Pro い 

Logic llx Music*3 u 

Dolby Digital Plus + い 

Dolby EX*3 u 

Dolby TrueHD 0 0 0 0 O 

Dolby TrueHD + Pro ^ 

Logic llx Movie*i u 

Dolby TrueHD + Pro 

Logic llx MusiG*3 ぃ 

Dolby TrueHD + Dolby 广 ^ 

EX*3 U 

Pro Logic llx Movie/ r) d ^ 

Pro Logic II IVIcivie*2 u u u 

Pro Logic llx Music/ r-) r-) 

Pro Logic II Music*2 u u u 

Pro Logic llx Game/ 八。 八 

Pro Logic II Gam が 2 u u u 

Pro Logic 000 

Stereo 00000000000 O 

* 1 左右両方のサラウンドバックスピーカーを接続しているときのみ選べます。 （7.1 チャンネル） 

サラウンドバックスピーカーを接続していないときは 、 Pro Logic II になります。 

サラウンドバックスピーカーを]つじ(上接続しているとをに選べます。 

-入力信号の種類や設定したスピーカーのタイプによって、選ぶことびできない U ッスンモードびあります。 

-サラウンド効果び得られない場合や、お好みの U ッスンモードび選べない場合は、下記をご確認ください。 

-スピーカーの 設定 
-入カモードの設定 
-再生機器側の音声の設定 

-デジタル入力信号で、現在のスピーカー設定上のチャンネル数び入力された場合は、現在のスピーカー設定に合ラよラに自動的にダウンミ 
キシングされます。 

入力信号に ついて 

「入力信号と対応するリッスンモード」の表の入力信号の欄の"*/2"や"*/ 3" 等は、入力信号にエンコードされているチャンネルを表して 
います。これらの信号が入力されると本体ディスプレイのインプットチャンネルインジケーターびし U 下のよラに点なします。 

*/2 : E 、 臣 D 、 丘!!、医 g 、 区因または EG 、 因!!、巨日、医の 

*/3 : I L K 「り 、 「R I 、 | SL | 、 | SR | 、 「 SB ~| また I み r L K「R 1 、 | SL ] 、 | SR | 、 「 SS 1 

*/4 : I L I 、 I C し [ R k 区日、区日、医を]、 ISBR] または [L し [^、区日、 ISR] 、 ISB。、ISBRI 

2 ch : 口、面 

その他 ： Dual Mono (囚、因）、3/日（囚、回、面）、3/1(囚、回、因、回） 


"LFE" と "S" インプットチヤンネルインジケーターについては「インジケーターについて」 - 顚をご篇ください。 


臨場感を楽しむ 
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接続している音吉入力端子 




HDMI 、 OPT に A し 

COAXIAL 



\ 入力信号 

DTS 

DTS 白 6/ 吕 4 

DTS 

96/24 ES 
Matrix 

DTS-ES 

Discrete 

DTS-ES 

Matrix 

リツスンモード \ 

*/2 

2 ch 

その他 

*/2 

2 ch 

その他 

*/2 

*/3 

*/2 

DTS 

— 

— 

— 







DTS + Neo:6*3 

— 









DTS-ES Discrete*^ 

画 









DTS-ES Matrixes 

画 



圓 

圓 

圓 




DTS 96/24 




— 

— 

— 




DTS 96/24 + Neo: 巨 * 3 


圓 


— 

圓 





DTS 96/24 ES Matrix 


圓 



圓 





Ne 日 : 6 Cinema 


— 



— 





Ne 口:巨 Music 

画 

— 

圓 


— 

圓 




Stereo 



B 

B 

B 

B 





がサラウンド 7 くックスピーカーを]つ LU 上接続しているとをに選べます。 



臨 


DT5-hiD Master Audio 、 DTS-HD High Resolution Audio 、 DTS-HD Low Bit Rate Audio ンース感 
_ を 


接続している音吉入力端子 

HDMI 

\ 入力信号 

U ッスンモード \ 

DTS-HD Master Audio 
(〜 9 巨 kHz) 

DTS-HD 
Master Audio 
(176.4kHz/ 
19 吕 kHz) 

DTS-HD High Resolution 
Audio 

DTS-HD Low Bit Rate 
Audio 

*/2 

*/3 

*/4 

2ch 

その他 


*/2 

*/3 

本 / 4 

2ch 

その他 

本/ 2 

*/3 

*/4 

2ch 

その他 

DTS-HD Master Audio 

B 

B 

B 

B 










DTS-HD Maser Audio + 

Ne 口: 6*3 

D 

■ 

■ 

■ 


■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

DTS-HD High Resolution 
Audio 

■ 

■ 

■ 

■ 


n 

D 

D 

D 

■ 

■ 

■ 

■ 

DTS-HD High Resolution 
Audio + Neo:6*3 

■ 

■ 

■ 

■ 


D 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

DTS-HD Low Bit Rate 










B 


国 

— 

DTS-HD Low Bit Rate + 
Ne 口: 6*3 

■ 

■ 

■ 

■ 


■ 

■ 

■ 

■ 

n 

■ 

■ 

■ 

Ne 日: 6 Cinema 

圓 

圓 

B 

画 


圓 

圓 

画 

圓 

圓 

圓 

国 

圓 

Ne 口:巨 Music 

圓 

圓 

B 

画 


圓 

圓 

— 

圓 

圓 

圓 

国 

圓 

Stereo 

国 

B 

B 



B 

B 


B 

B 


B 

B 


がサラウンド 7 くックスピーカーを ] つじ ( 上接続しているとをに選べます。 


日本語49 












入力信号と巧応ずる U ツスンモード 


AAQ PCM おぶびアナログソース 


接続している音吉入力端子 

HDMI 、 光デジタル、 

同軸デジタル 

HDMI 

HDMI 、 

光デジタル、 

同軸デジタル 

HDMI 

音青入力 

入力信号 

AAC 

PCM 

アナ□グ 

本 / 吕 

2 ch 

その他 

*/2 

本 / 3 

2 ch 


リツスンモード ^ 

*/4 

96 kHz 切下 

96 kHz 超 


AAC 

〇 

〇 

〇 






AAC + Pro Logic llx 
Movie*i 

〇 








AAC + Pro Logic llx 
Musical 

〇 








AAC + Dolby EX 

〇 








Pro Logic llx Movie/ 

Pro Logic II IVIovie*^ 


〇 




〇 


〇 

Pro Logic llx Music/ 

Pro Logic II IVIusic*^ 


〇 




〇 


〇 

Pro Logic llx Game/ 

Pro Logic II Gam が 2 


〇 




〇 


〇 

Pro Logic 


〇 




〇 


〇 

Neo:6 Cinema 


〇 




〇 


〇 

Neo : 巨 Music 


〇 




〇 


〇 

PCM 




〇 

〇 




Stereo 

〇 

〇 

〇 

0*4 

0*4 

〇 

〇 

〇 


^ *1 左右両方のサラウンドバックスピーカーを接続しているときのみ選べます。 （7.1 チヤンネル) 
がサラウンドバックスピーカーを接続していないときは 、 Pro Logic II になります。 

DVD - 冉 udio のコンテンツによっては選べないことびあります。 
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パーチヤルモード 


DVD 6 チヤンネルアナロヴ入力 


DOLBYV 旧 TUAL 


DOLBY VIRTUAL- 



DVD 

つ ロロ ロ II 

ち-備をしましよラ 

• DVD プレーヤーを DVD/6CH INPUT 端子に接続する。 
• 使用する関連機器の電源をオンにする。 


入カソースを " DVD" にずる。 


フ [INPUT MODE] を巧して、 
ずる。 


'DVD ( 色 ch IN )" に 


3 DVD を再生ずる。 




DVD 6 CH 入カモードではスピーカーレベルの調整や音質の調 
整はできません。 （[ SETUP ]、[ SOUND]、[LISTEN MODE ]、 
[ACTIVE EQ]、[T 日 NE ] キーは無効です。）スピーカーの音量を 
調節したい場合は、 DVD プレーヤー側で行ってください 。 DVD 
プレーヤーの操作のしかたは、 DVD プレーヤーの取扱説明書を 
ご覧ください。 

HDMI 入力の設定で " DVD A / V " び選択されていると去は使えま 
せん。 （「 HDMI 入力の設定 -" HDMI Input "-」 -類） 



〇 


ヘッドホンをお使いのときやフ□ントスピーカーだけ接続してい 
るとをでち 臨場感 あふれるサウンドを楽しむことがでさるモード 
です。 


6(已 .1) チヤンネル出力を持つ DVD プレーヤーを使ってサラウン 
ド再生を楽しむことが出来ます。 



表示 

の中 

巧疋 

"Dolby H On " 

Dolby Headphone モードをオンにしま 
す。仮想化したサラウンド効果び得られ 


ます。 

"Dolby H Off " 

Dolby Headphone モードをオフにしま 
す。 


-バーチャルモードでは、再生する信号によっては選べない U ッスン 
モードびあります。 

-サンプ U ング周波数び176.4 kHz または19巨 kHz の場合は、バー 
チヤルモードはオフになります。 


[DOLBY VIRTUAL] を巧ず。 


巧すたびに攻下のよラに切り換わりまず。 

Dolby Virtual Speaker モード 
(ヘッドホンを巧用していないとま） 


表示 

の中 

巧疋 

"Dolby VS Wide " 

仮想化したサラウンド効果にさらに広び 
りと空間をちたせます。 

"Dolby VS Ref "* 

仮想化したサラウンド効果び得られます。 
標準的な設定です。 

"Dolby VS Off " 

Dolby Virtual Speaker モードをオフに 
します。 


サラウンドスピーカーの設定びオフのとをに選べます。 


Dolby Headphone モート 
(ヘッドホンを巧用していると去） 


〇 


臨場感を楽しむ 










〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


0 0 0 0 
0000 
0000 
0000 
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本機はラジオ放送を最大 40 局まで記憶することびできます。ま 
た記憶させた放送局をワンタッチで呼び出せます。 

ラジオ放送の受信には、必ずアンテナを接続してください。 
( r アンテナの接続」 - 願） 



AUTO/MONO INPUT SELECTOR 



7入カソースを TUNER にずる。 

2 [ BAND ] を巧して、放送バンドを選ぶ。 

巧ずたびに放送バンドが切り換わりまず。 

① FM 
③ AM 



3 [ AUTO / MONO ] を巧して選局方法を選ぶ。 

巧ずたびに選局方法が切り換わりまず。 


設定 

動作 

表示 


オート選局 

受信でをる放送局を自動的に 
選びます。 

"AUTO" び点な 

マニュアル 

選局 

手動で放送局を選びます。 

"AUTO" は消口 





j …： . 

h' i'l ；-；；-；.. 

. 叫 TO 1( 

MHz じ,化。 ~l 
…-■…. 1 "化 0 1 



通常はオート攫局にしておさます。電波が弱く、雑音が多いと 
さにはマニュアル選局にしまず。マニュアル選局のとさ、ステ 
レオ放送はモノラル受信になります。 


4 [TUNING ◄◄/►►] で放送局を選ぶ。 


放送局を受信ずると" TUNED " が点灯します。 
ステレオ放送を受信すると" STEREO " が点灯します。 



達 

- [MULTI CONTROL ▼/▲] でも放送局を選べます。 


放送局をプリセットする 



7プリセットしたい放送局を受信する。 
2 受信中に [ MEMORY ] を巧ず。 



20砂臥内に手順3へ進みます。 

20秒姑上経った場合は、もラー度 [ MEMORY ] を巧してくだ 
さい。 


3 [MULTI CONTROL ◄/►] でプリセット番号 （1 
〜 40) を選ぶ。 

4 [ ENTER ] を巧して確定ずる。 

手順1か54を繰り返して、他の放送局をプリセットします。 
同じプリセット番号に重ねて記憶させると、新しい内容に変更 
でをます。 


ラジオ放送を聴く 
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プリセットしたが送局を受信する 

数字 キーー 


1 

1 11 11 11 1 

000 0 
000 0 
0 0 010 
QOfo 〇 

戀8 

1 II II II 1 

1 II II II 1 

TUNER - 

—•:] ロロ ロ 



ロロ ロロ 



7 入カソースを TUNER にずる。 


ブリセットしたが送局を順に聴< 
( P . CALL ) 



2受信したい放送局のプリセット番号を巧ず（最大 
"40" まで）。 

数字キーを巧す順序は： 

プリセット番号1已な5: [+10]、[己] 

プリセット番号20な5: [+10]、[+10]、 [0] 



プリセット番号 


7入カソースを TUNER にずる。 

2 [ P.CALL で選局ずる。 

キーを押ずたびにプリセットされている放送局が順に切り換わ 
ります。 

[ P.CALL W ィ /►►!] を押したままにすると、約0.5砂間隔で放 
送局をスキップします。 




[MULTI CONTROL イ /►] でもプ U セットされている放送局を選 
ベます。 


10のおを押し間違えたときは、 [+10] を数回押し、元の表示に 
戻してから入力し直してください。 



ジ 

才 

放 

送 

を 

聴 

< 


B 本語53 















♦ 本体のみで操作でをます。 

マルチチヤンネルのデジタル音声ソースを録音するとをには、デ 
ジタル入力をアナ□グ吕チヤンネルに正しく変換するために録音 
モードの設定をおすすめします。通常は" A - REC " (才ート録音） 
モードに設定してください。 

まれに " A - REC " (才ート録音）モードで録音すると音切れが起き 
るソースがあります。このような場ちには、 " M - REC " (マニユア 
ル録音）モードにしてください。 



AUTO/MONO INPUT SELECTOR 


7 [INPUT SELECTOR ] で録音したいデジタル入 
カ ソース を選ぶ。 

デジタル入カソースとは背面のデジタル入力端子（光および 
同軸端子）のソースでず。 CD ( ASSIGNABLE ) 端子は入 
力割り当ての設定にしたがってください。 （ r 入力割り当て一 
" Assignment "—」 -竭) 

2カセットデッキまたは MD レコーダーを録音待機 
状態にずる。 

3 [ AUTO / MONO ] を2秒!•ソ上巧して録音モードを 
還ぶ。 


録音モード 

表示 

動作 

録音モ ー ド 
オフ 

"RecMode 

Off " 

デジタル入力の録音モード設定 
はしません。 

才ート歸音 
モード 

"RecMode 

Auto " 

デジタル入力信号 （ DTS 、 

Dolby Digital、AAC または 
PCM ) 自動的に判別し、ステレ 
才信号にダウン S ックスします。 

マニュアル録音 
モード 

"RecMode 

Manual " 

マニュアル録音モードを選択し 
た時点でのデジタル入力信号を 
ステレオ信号にダウンミックス 
します。 

他のデジタ J レ入力信号に変わつ 
たときにはダウンミックスしま 
せん。 


オート録音モードでは、デジタル入力信号が切り換わっても、 
ステレオ信号にダウンミックスします。 

オート録音モードで録音中にデジタル入力信号が切り換わった 
場合、音が一瞬途切れる場合があります。 


オート録音モードのとを 


マニュアル録音モードのとを 


i ':: i "|: i 


■ ■■■■■ ■ 1 ■ ■■■■ ■ I ■ ■ ■■■■ ■ 

■ ■■■■ ■ ■ ■■■■ ■ ■ III ■■■■ III 

ん 

i,J ]； [；i 


■■■ ■ ■ ■ ■■■ ■■■■ 

■ ■ ■ ■■■■■ ■■■■ ■ ■ ■ 


4録音したい入カソースの再生を始めて、録音を開 
始ずる。 

録音中に、入力信号の切り換わりなどの理由により音声の再生 
が止まった場合は、 [ AUTO / MONO ] を巧します。 

li 

- HDMI 入力をオンに設定していると、録音モードの設定に入れま 
せん。 


7 [INPUT SELECTOR ] で録音したし、入カソース 
(" MD / TAPE "! •ソ外）を還ぶ。 

2 カセットデッキまたは MD レコーダーを録音待機 
状態にずる。 

3 録音したい入カソースの再生を始めて、録音を開 
始ずる。 


7 [INPUT SELECTOR ] で録音したし、入カソース 
("VIDEO riu 外）を還ぶ。 

2 ビデオレコーダーを録画待機状態にずる。 

デジタルソースを録画ずる場合は、録音モードの設定をしてく 
ださい。 （ r デジタル音声ソースの録音モード設定」） 

3録画したい入カソースの再生を始めて、録画を開 
始ずる。 

録画ずるビデオソースによってはコピープ□テクトが働を録画 
でさないことがあります。 


録音のしかた(アナ□グソース) 


録画のしかた 


録音/録画ずる 
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MULTI CONTROL ▲/▼ | ACTIVE EQ 
ENTER 


BASS BOOST 
ACTIVE EQ 



Active EQ モ■ド _ 

用途に合わせて最適な音場効果を楽しめます。 

[ACTIVE EQ ] を巧してモードを選ぶ。 

押すたびに攻下のよラに切り換わります。 


表示 

mm ■ 

"Active EQ Music " 

音楽を間 < のに最適なモードです。 

"Active EQ Cinema " 

映画を観るのに最適なモードです。 

"Active EQ Game " 

ゲームを楽しむとさに最適なモードで 
す。 

"Active EQ Off " 

Active EQ をオフにします。 


"ACTIVE EQ " インジケーターび点のします。 



卜ーンレベル 


♦ リモコンのみで操作でさます。 

入力信号が PCM かアナ□グのときで本機のリツスンモードがス 
テレオのとき、また Active EQ モードびオフのときに設定でを 
ます。 


7 [ TONE ] を巧ず。 

2 I ンレベルを調節ずるかしないか選ぶ。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で " Tone On " または " Tone 
〇鬥"を選ぶ。 


[ ENTER ] 


表示 

設定 

"Tone 加" 

1-ーンレベルを調藝します。手順3に進みま 
す。 

'Tone Off " 

1-ーンレベルは調整しません。 


3 " Bass " (低音域）を調節ずる。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で好みのレベルにする。 


[ ENTER ] 

-10 〜+10の範囲で調節でをます。 


4 " Treble " (高音域）を調節ずる。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で好みのレベルにずる。 

I_ 二 _ ■ i：：：i 



[ ENTER ] 

-10 〜+10の範囲で調節でをます。 

バスブースト 

♦ リモコンのみで操作でさます。 

入力信号が PCM かアナ□グのときで本機のリツスンモードがス 
テレオのとき、また Active EQ モードがオフのときに設定でを 
ます。 


[BASS BOOST ] を巧ず。 

Bass (低音）レベルが最大値 (+10) に設定されます。 
卜ーンが自動的にオンになります。 

解除ずるには 

[BASS BOOST ] を f 甲ず。 



音を調節ずる 




























3 [MULTI CONTROL ▼/▲] キーで設定したい項目 
の調整をずる。 

詳しい設定のしかたは、各項目の説明を参照して<ださい。 


サウンド調整モードをやめるには 

[ SOUND ] キーを巧す。 

スヒーカー レペルの調整 _ 

再生している ソースに 合わせて スピーカー レベルの詳細な設定が 
でさます。 

この 調整は現在の入カソースにのみ有効です。電源のオン/オフ 
やインプットソ ースの 切り換えをすると、 スピーカー 設定で調整 
した値に戻ります。 


[MULTI CONTROL ィ /►] で調整したいスピー 
力一 （" CNTR "、" SR "、" SBR "、" SB "、" SBL "、 
" SL " または" SUBW ") を選ぶ。 


2 [MULTI CONTROL ▼/▲] でレベルを調整ずる。 


3手順1と2を繰り返して他のスピーカーのレベルを 
調整ずる。 

入カレべ!レの m 碧 _ 

♦ アナ□グ ソース のみ。 

アナ□グ入力信号の入カレベルが高すぎる場合には、 CUP イン 
ジケーターが点灯します。入カレベルを調整して<ださい。 


^ 5 ^ 


[MULTI CONTROL ◄/►] で" INPUT " を選ぶ。 


2 [MULTI CONTROL ▼/▲] で入カレベルを調整ず 
る。 


再生しているソースに合わせてお好みで音を調整することびでき 
ます。 



7 [ SOUND ] キーを巧してサウンド調整モードに入 
る。 

2 [MULTI CONTROL ィ /►] キーを巧して調舊し 
たい項目を還ぶ。 


表示 

設定項目 

設定節囲 


I ’ CNTR " 

センタースピーカーレべ 
ル 

-10 〜+]加巨 


" SR " 

右サラウンドスピーカー 
レベル 

-10 〜 +] 加巨 


" SBR " 

右サラウンドバック 
スピーカーレベル 

-10 〜 +] 加巨 


" SB " 

サラウンドパック 
スピーカーレベル 

-10 〜 +] 加巨 

*1 

" SBL " 

左サラウンドパック 
スピーカーレベル 

-10 〜 +] 加巨 


" SL " 

左サラウンドスピーカー 
レベル 

-10 〜+10服 


" SUBW " 

サブウーファーレベル 

-10 〜+]加巨 


" INPUT " 

入カレベル 

-已、-3、0 

*2 

" PANORAMA " 

パノラマモードの 
オン/オフ 

" On "、" Off " 


" Dimension " 

デイ ンシヨン 


*3 

"Center 

Width " 

センター幅 



"Center 

Image " 

センターイメージ 


*4 

" Midnight " 

ナイトモード 

" Auto "、" r 、 

"2"、" Off " 

巧 

"Dual Mono " 

デュアルモノ音声選択 

" Main "、 

" Sub "、 

" Main + Sub "、 

" Stereo " 



*1 スピーカーレベルの調藝は一時的な設定です。電源のオン 
/オフやインプットソースの切り換えをすると、スピーカー設 
定で調藝した値に戻ります。 

がアナ□グ入力のみ。 

*3 Pro Logic llx Music モードおぶび Pro Logic II Music モー 
ドのみ。 

*4 Neo :6 Music のみ。 

*5 " Auto " は Dolby TrueHD ソースのみ。 




音を調節ずる 


56 KRF-V9300H 































































/ I 。ノラ 7 


参 Pro Logic llx Music および Pro Logic II Music モードの 
み。 

フ□ントチヤンネルの音場をサラウンドチヤンネルまで広げるこ 
とで前方の音の広がりを作ります。 

7 [MULTI CONTROL ◄/►] で" PANORAMA " を 
還ぶ。 


ク [MULTI CONTROL ▼/▲] で" On " または" Off " 
を還ぶ 

① "PANORAMA On ": PANORAMA モードオン 
©"PANORAMA Off ": PANORAMA モードオフ 



参 Pro Logic llx Music および Pro Logic II Music モードの 
み。 

音場の中むを前方または後方へ移動させて調整します。 


7 [MULTI CONTROL ◄/►] で" Dimension " を還 
ぶ。 


2 [ENTE 刊を巧ず。 

3 [MULTI CONTROL ▼/▲] で音場を前後に調節 
ずる。 

デイメンジヨンインジケーター 


音の中むをを方へ移動 音の中むを前方へ移動 


参 Pro Logic llx Music および Pro Logic II Music モードの 
み。 

センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーに振り分 
けて前方の音の幅を広げます。 

7 [MULTI CONTROL ◄/►] で" Center Width " 
を還ぶ。 


2 [ ENTER ] を巧す。 

3 [MULTI CONTROL ▼/▲] で音場を左もに調節 
ずる。 


センター幅インジケーター 



インジケーターび左ちへ広びるほど、より多くのセンターチヤンネルの音声 
び左ちのフ□ントスピーカーに振り分け6れまず。 


- センタースピーカーの設定びオフの場合は、本設定はでをません。 

センターイタージ 


• DTS Neo: 已 Music モードのみ。 

センタースピーカーの出力を調整します。 

7 [MULTI CONTROL ◄/►] で" Center Image " 
を還ぶ。 


2 [ ENTER ] を巧す。 

3 [MULTI CONTROL ▼/▲] でセンタ_スピ_力一 
の出力を調節ずる。 


センターイメージインジケーター 



インジケーターび左ちへ広がるほど、より多くのセンターチヤンネルの音声 
び左ちのフ□ントスピーカーに振り分け6れます。 


-センタースピーカーの設定びオフの場合は、本設定はできません。 




































































































5 ツドナイトモード 


を音声/副音声の切り換え 


♦ Dolby TrueHD、Dolby Digital および DTS モードのみ。 

夜中に映画を観るとをなど、音量を大さくでをないことがありま 
す。ミツドナイトモードは Dolby Digital や DTS の映像ソフトで 
あらかじめ指定されている部分（急に音量が大きくなるシーンな 
ど）について音声信号レベルの上限か6下限の幅を圧縮し、他 
の部分との音量差をがなくします。これにより、ルさな音量でち 
すべての部分が聞をやすくなります。 

7 [MULTI CONTROL ◄/►] で" Midni 旨 ht " を選 
ぶ。 


2 [ ENTER ] を巧ず。 

3 [MULTI CONTROL ▼/▲] で" 皿 TmeHD " また 
は" □□ D / DTS " を選ぶ。 

①"皿 TrueHD ": Dolby True HD モードのときに選びまず。 

感 "□□ D / DTS ": Dolby Di 旨け al または DTS モードのとをに 

選びます。 


4 [ ENTER ] を巧ず。 

1 5 [MULTI CONTROL ▼/▲] でミッドナィトモード 
のレベルを選ぶ。 

音 ① "MGHT Auto "* :ミツドナイトモードオート 

を 感 " MGHTl ": ミッドナイトモードレべル1 

調 ③ " MGHT 2 I ': ミツドナイトモードレベル2 

且リ ④ "MGHTO け"： ミツドナイトモードオフ 

1 * "NIGHT 冉 uto " は手順3で" TrueH □"を選んだときのみ選択 

み でをます。 



- Dolby Di 呂 ital や DTS のソフトウェアの中にはミッドナイトモー 
ドに対応していないものちあります。 


• Dolby DigitaU DTS および AAC モードのみ。 

デジタル放送の2力国語放送、音声多重放送の二重音声放送お 
よび Dolby Di 旨 ital の音声多重ソースなどを視聴するとをには、 
主音声/副音声を切り換えることが出来ます。 

7 [MULTI CONTROL ◄/►] で " Dual Mono " を選 
ぶ。 


2 [ ENTER ] を巧ず。 

3 [MULTI CONTROL ▼/▲] で音声を選ぶ。 

① " Main ": ま音声 

感 " Sub ": 副音声 

⑤ " Main + Sub ": ま音声+副音声 

④ " Stereo ": ま音声がちチャンネル/副音声がちチャンネル 



-モノラルではない二重音声放ちは、本機で音声を切り換えること 
はでをません。ソース機器側で操作してください。 


58 KRF-V9300H 






































































[ MUTE ] を押ず。 

ディスプレイの" MUTE " インジケーターが点麻します。 

ろ/…ド 

MUTE を解除ずるには 


一時的に音を消す 

♦ リモコンのみで操作でさます。 


m 

• スピーカーシステムは オフになり、 スピーカーからは 音び出なくな 
ります。 



ミュー ト 中に [ MUTE ] を巧ず。 

音量の調節をしてちミュートは解除されます。 



ディスプレイの巧るをを変える _ 

♦ リモコンのみで操作でさます。 

本機のディスプレイやフ□ントノ くネルの LED インジケーターの明 
るさを調節でをます。部屋を暗くして映画を見たり、音楽を聴く 
ときに便利です。 

[ DIMMER ] を巧ず。 

明るさが3段階で切り換わりまず。お好みの明るさにしてくだ 
さい。 

の やや暗い 
CD 暗い 

③ 通常の明るさ 

- LED インジケーターの明るさは2段階で変わります。 




7ヘッドホンをフ□ントパネルの PHONES 端子 
(6.3 mm ステレオプラグ）に差し&む。 


VOLUME CONTROL ぺッドホンで聴< 


便利な機能 












本機に付属の U モコンでケンウッド製の DVD プレーヤーを操作でさます。 

対応 DVD ブレーヤ~ 

DVF -70 己0、 DVF - 3070、 DVF - 8100 

DVD プレーが一の操かのしかた 

7 [〇 DVD ] を巧して DVD プレーヤーの電源をオンにする。 

2 [ DVD ] を巧して入カソースを DVD にずる。 

[□VD] を}甲ずことにより、 U モコンで DVD プレーヤーの操作がでさるよラになりまず。 

3本機のリモコンで DVD プレーヤーを操作ずる。 

DVD プレーヤーの操作キ~ 
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アンプ部 


症状 

原因 

処置 

音び出ない。 

スピーカーや関連機器び正しく接続され 
ていない。 

「接続のしかた」を参照して正しく接続 
し直す。 —诞〜—踏 


音量を最かにしている。 

適当な音量にする。 


MUTE びオンになっている。 

MUTE を解除する。 -閣 


スピーカースイッチびオフになっている。 

スピーカースイッチをオンにする。 


へッドホンび差し込まれている。 

ヘッドホンを巧く。 


正しい入カソースび選択されていない。 

視聴したい入カソースを選択する。 


HDMI の設定び有効になっていない。 

「 HDMI の設定」を参照して、音声入力 
や出力先の設定を確認する。 -M 


入カモードび正しく設定されていない。 

「入カモードの設定」を参照し 
て、正しい入カモードを選択する。 

-鹽 


接続のしかたや接続機器によっては音声 
信号び出力されない場合びあります。 

接続する機器に付属の取扱説明書を参照 
してください。 

スタンバイインジケーターび点滅し、音 
び出ない。 

スピーカーコードびショートしている。 

電源スイッチをオフにし、ショー 
卜を取り除き、 再度電源を入れる。 
ショートを取り除いた後もスタンバイイ 
ンジケーターび点滅している場合は、故 
障び考え5れます。電源を切り、おおく 
のヴービスセンターにご相談ください。 

し、ずれかのスピーカーか5音び出ない。 

スピーカーコードび外れている。 

「スピーカーの接続」を参照して、正しく 
接続し直す。 


スピーカーび正しく設定されていない。 

「スピーカーの設定」を参照して、正しく 
設定し直す。 -鹽•闡 

設定し直した後、テスト!-ーンび出るか 
確認して < ださい。 


U ッスンモードによっては音び出ないス 
ピーカーびあります。 


希望する信号フオーマットで聞くことび 
でをない 。 （Dolby Digitak DTS また 
は AAC ) 

Dolby Digital、DTS または AAC の入 
力信号フオーマットで聞くためには、デ 
ジタル接続び必要です。 

「接続のしかた」を参照してデジタル入 
力端子または HDMI 入力端テに接続さ 
れているか確認する。 •哩〜-蹲 


再生機器の設定びデジタル出力になって 
いない。 

再生機器の取扱説明書を参照して、音声 
出力の設定を確認する。 

Dolby Digitak DTS または AAC のソー 
スの再生を始めると最初の音び切れる。 

再生機器の種類によって、いろいろな原 
因びおります。 

入カモードを "Digital Manual " 
("Signal Manual ") にしてか5ソースを 
再生する。 -® 

DVD を再生してを音び出ない。 

入カモードびデジタルマニュアルに設定 
されている。 

「入カモードの設定」を参照して 
"Full Auto " ("Signal Auto ") を選ぶ。 

-鹽 

ビデオ入力か5の録画びでさない。 

コピープ□テクトびかかっている。 

コピープ□テクトびかかっているソース 
は録画できません。 

デジタル放送の AAC マルチチャンネル 
音声放送びマルチチャンネル音声で再生 
でさない。 

デジタルチューナーのデジタル出力設定 
び AAC になっていない。 

デジタルチューナーのデジタル出力の設 
定を AAC にする。 

デジタル放送の音声切0換えびでさな 
い。 

放送によっては音声は本機では切り換え 
ることびでをません。 

デジタルチューナー側で音声を切0換え 
る。 

Ex : XXX 」または rcx : XXX 」のよう 
な方ッセージび出る。 

オートセットアップの測定中に何5かの 
不具合び検出された。 

「エラー方ッセージについて」、「確認;><ッ 
セージについて」を参照してください。 

•鹽•閣 


っづく 
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故障かな？とおった 5 


症状 

原因 


処置 

映像び出ない。または乱れる。 

映像機器び正しく接続されていない。 

「接続のしかた」 
し直す。 

を参照して正し<接続 
•班〜*魔 


映像機器と本機を HDMI 接続している 
場合は、映像信号は HDMI モニター出力 
端子か5のみ出力されます。 


接続のしかたや接続機器によっては映像 
信号び出力されない場合びあります。 

接続する機器に付属の取扱説明書を参照 
して < ださい。 

テレビ側での入力び合ってない。 

テレビ側の入力を確認する。 

NTSCLU 外の信号び入力されている。 

映像再生機器の映像切換えを NTSC に 
する。映像再生機器の取扱説明書をご覧 
<ださい。 

HDMI の設定で、 HDMI の映像入力を才 
フにしている。 

「 HDMI 入力の設定 -"HDMI Input "-」 
を参照して、 HDMI の設定をし直す。 

-歯 

ピュアオーディオモードびオンになって 
いる。 

ピュアオーディオモードびオンのとさは、 
ビデオ回路びオフになり、 HDMI 映像 
入力]^^外は出力されません。ピュア 
オーディオモードをオフにしてください。 

—勘 


ディスプレイび消灯している。 

ピュアオーディオモードびオンになって 
いる。 

ピュアオーディオモードびオンのとさは、 
ディスプレイはオフにな0ます。ピュア 
オーディオモードをオフにしてくださし、。 

-勘 

チユーナー部 

症状 

原因 

処置 


放送局び受信できない。 アンテナを接続していない。 アンテナを接続する。 -蹈 


放送バンドび合っていない。 

放送バンドを合わせる。 -屬 

受信したい放送局の周波敦に合っていな 
い。 

受信したい放送局の周波数に合わせる。 

-闡 


雑音び入る。 

自動車のイグニツシヨンノイズ。 

屋外アンテナを道路か5離して設置する。 


他の電気機器の影響によるをの。 

電気機器の電源を切ってみる。 


テレビび近くにある。 アンテナをテレビからでさるだけ離して 

設置する。 


u モコン部 


症状 

原因 

処置 

1」モコンで操作でさない。 

操作したいソースのモードになっていな 
い。 

操作したいソースの入カソースキーを押 
してから、操作キーを押す。 


ケンウッドの DVD プレーヤーのソースの 

[ DVD ] キーを押して DVD モー 

ドにして 

モードになっていない。 

か5操作キーを押す。 

-鹽 

電池切れ。 

新しい電池と交換する。 

-風 

操作する位置び遠すざる、または角度び 
ずれている。 

操作範囲内で操作する。 

-風 

本機と U モコンの間に障害物びある。 

障害物を取0除く。 



録音モードびオンのとさに操作をしよラ録音モードをオンにしていると操作でさ 
としている。 ない機能びあります。録音や録画をして 

いないとをは録音モードをオフにしてお 
いて <ださい。 —闽 


マイコンを U セットするには 


操作でをない、ディスプレイが正常に点灯しない、または r 故障かな？と思ったら」を参照しても問題が解決しない場合は、マイコンをリセッ 
卜して < ださい。 

電源プラグを抜さ、本体の [(!)] キーを巧しなが5再度差し込む。 

リセットにより、各種の記憶内容は消去され、工場出荷時の状態となります、ご了承ください。 
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故障かな？と思った5 


の 






用語集 


Dolby Digital 

ドルビーラボラトリーズによって開発されたデジタルマルチチヤ 
ンネル音芦規格です。モノか5日.1チヤンネルまでの高品質なデ 
ジタル音声を、通常の PCM 音青の数分の一のデータ量で伝送- 
記録でさます。 L ツ下の機能び特徴です。 

•モノ、ステレオ、プ□□ジック対応の構成および已 .1 チヤンネ 
ル音声の再生に最適なダウン S キシング 
-ダイナ S ックレンジおよびを話のレベル調整に関する情報をデ 
コーダに伝達する機能 
• 広範囲のビットレートにわたる動作 


Dolby Digital EX/Dolby EX 

ドルビーデジタルにバックサラウンドチヤンネルを追加すること 
により、さ b なる臨場感と包囲感のあるサラウンド効果を実現 
しま 9 〇 


Dolby Pro Logic II 

ドルビーラボラトリーズによって開発されたマト U ックスデコー 
ド技術です。あらゆるステレオ音源から臨場感豊かな已チトン 
ネルサラウンド音声を生成します。 CD のよラな通常のステレオ 
音楽素材にち、優れた立体音場効果を実現することびでさます。 
また、映画の再生に適した 「 Movie 」 モード、音楽の再生に適し 
た 「 Music 」 モード、ゲームを楽しむときに最適なに ame 」 モー 
ドびあ 0 ます。 


Dolby Virtual Speaker 

2本のスピーカーだけを使って、理想的な已 .1 チヤンネルのホー 
ムシアター環境を生成するスピーカーバーチャル技術です。 


AAC 

「Advanced Audio Godin 径（アドバンスドオーデイオコーデイ 
ング)」の略称です。デジタル放送などに使用されている画像圧 
縮規格 （ MPEG -2 や MPEG -4) で使われる音芦圧縮方式です。 
ヴンプ U ング周波数は最大日 6 kHz までに对応しています。 


DTS Digital Surround 

DTS 社によって開発されたデジタルサラウンドフオーマットで 
す。低圧縮で高音質となっているのび特徴で、再生チャンネル数 
は最大已 .1 チトンネルです。 


DTS-ES 

DTS Digital Surround にサラウンドバックチヤンネルを追加 
した目.1チヤンネルの音声フオーマットです。 

従来の DTS 日. Ich 巧応臟器でも再生できます。 DTS - ES には 
DTS-ES Matrix と DTS-ES Discrete 巨.1の2種類のお式び 
あ0ます。 


Dolby Pro Logic llx 

Dolby Pro Logic II をさ 5 に改良したマト U ックスデコード技術 
です。あ5ゆるステレオまたは日.1チヤンネルの音声トラックか 
57.1 チヤンネルサラウンド音声を生成し、より自然でなめ5か 
なサラウンド音場の再生びでをます。 また 、映画の再生に適し 
た 「 Movie 」 モード、音楽の再生に適した 「 Music 」 モード、ゲー 
ムを楽しむとさに最適な 「 Game 」 モードびあります。 


Dolby Digital Plus 

ドルビーデジタルを高音質-高機能に進化させた音靑技術です。 
各チトンネルび完全に独立したマルチチヤンネルサラウンドサウ 
ンドになっています。対応ビットレートは Dolby Di 旨け al の白目 
〜日 40 kbps に比べて、 32 kbps 〜日 Mbps に巧応しています。 

また優れたコーディング効率により、映像やその他のサービス 
のために割り当てるビットレートに影響を与えることなく、最大 
7.1 チゎンネルの高品質なデジタルサラウンド音声を実現するこ 
とび可能です。既をのドルビーデジタル搭載のホームシアターシ 
ステムとの互換性も確保しています。 


Dolby True HD 

ドルビーラボラト U —ズによって開発された□スレス（可逆型） 
音声技術です。スタジオマスターの高品質な音声データをビッ 
卜単位の精度まで完全に再現します。9目 kHz のヴンプリング 
周波数では最大 7.1 チヤンネル、 192 kHz のサンプ U ング周波 
数では最大已 .1 チヤンネルに対応しています。 


Dolby headphone 

ドルビーラボラト U -ズと豪州レイク DSP 社（現ドルビーオース 
トラリア）によって開凳された立体音響技術です。ステレオへッ 
ドホンでサラウンド音青を再生でさます。 


DTS-ES Matrix 

DTS 日. Ich に追加されるサラウンドバックチヤンネル音声の収 
録を、サラウンドの2チヤンネルに振り分けて行い、デコード時 
にサラウンドバックチヤンネル音声を復元して、日. Ich を生成し 
ます。 


DTS-ES Discrete 

DTS 日. Ich に追加されるサラウンドバックチヤンネル音声を、 
独立して収録します。 


DTS Neo:6 ■ 

DTS 社によって開発されたマト U クスデコード技術です。あ b I 
ゆる2チトンネルソースか5最大巨.1チャンネルを生成します。が 
映画の再生に適した 「DTS Ne 日:6 CINEMA 」 モードと音楽の p 章 
再生に適した 「DTS Neo : 目 MUSIC 」 モードびあります。 わ、 

な 

ク 

DTS 9 巨 /24 > 

DTS 日. Ich よりちさらに進化した已 .1 チャンネルデジタル音芦® 
フォーマットです。サンプリング周波数日日 kHz 、 量子化ビット 
数24ビットの高音費再生び可能です。従来の DTS 日. Ich 対応た 
機器でも再生でをます。 6 


DTS- HD Master Audio 

DTS 社によって開発された□スレス（可逆型）音声技術により、 
スタジオマスターと同じ音質を再現でをます。ヴンプ U ング周 
波数目 6 kHz / 量子化ビット数24ビットで、最大 7.1 チャンネル 
に対応しています。また、7パターンにも及ぶスピーカー配置に 
対応しており、ユーヴー側のさまざまなオーディオ再生環境にお 
いてコンテンツ製作者の意図するサウンドを届けることび可能と 
なっています。 
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巧語集 


DTS-HD High Resolution Audio 

それまでの DTS オーデイオフォーマットの拡張形式で、サン 
プ U ング周波数9目 kHz / 量子化ビット数24ビットの音芦を 
7.]チヤンネルで収録できます。 DTS-HD High Resolution 
Audio を使用して記録したマルチチトンネルサウンドは、 DVD - 
Video の音声に比べて、細部まで鮮明にかつ U アルに再生され 
ます。また、7パターンにち及ぶスピーカー配置に対応してお0、 
ユーザー側のさまざまなオーデイオ再生環境においてコンテン 
ツ製作者の意図するサウンドを届けることび可能となっていま 
す。 


DTS-HD Low Bit Rate 

DTS - HD のオーディオフォーマットのラち、インターネットなど 
の通信向けの□ービットレートモードです。 


HDMI 

[ High-Definition Multimedia Interface (ハイ-ディフィニ 
シヨンマルチ;><ディアインターフェース)」の略称です 。 DVI 
(Digital Visual Interface ) をベースにさらに発展させた規格 
で、たった]本のケーブルで非圧縮のデジタル映像とマルチチヤ 
ンネルデジタル音青を伝送でをます。 

本徽ま HDMI の L ツ下のオプション機能に対応しています。 


• Deep Color 


カラーコンポーネントあたり通常の8ビットを超える1日ビットや 
] 2ビットの映像信号を伝送することにより、より豊かな階調表 
現び可能です。 


• x.v.Color 


sRG 目色空間の約1.目倍のを彩な色び再現でさます。 


• Lip Sync 


テレビモニター映像の遅延時間を自動的に取得し、アンプで映 
像と音声の同期を巧います。 


DVI 

■ 「 Di 旨 ital Visual Interface (デジタルビジュアルインター 
フェース)」 の略称です。 PC とディスプレイの接続標準規格です。 

故 

障 HDCP 

か 

打 「 Hi 呂 h-bandwidtn Digital Contents Protection (八イーバン 
9 ドウィズデジタルコンテンツプ□テクシヨン)」の略称で 
す。映像コンテンツび不正にコピーされるのを防ぐ著作権保護 
技術です。 DVI 传 HDMI のデジタルインターフェースの暗号化に 

伯、使われています。 

ご 

た 

ら 


64 KRF-V9300H 


rx . v . ColorJ および rx . v . Color 」 □コは、ソニー株式会社の商標です。 




f 呆証とアフターサービス 


がずお読み<ださい 


偏圧について 


♦ 保証書 

この製品には、保証書を添付しております。 

保証書は、おず r お買い上げ曰-販売店」等の記入をお確かめ 
のラえ、販売店から受け取っていただ走、内容をよ<お読みの 
後、大切に保管してください。 


♦ 保証期間 

お買上げの曰より1年です。 

電池や一部の一部の消耗部品の交換、ならびに落下、水ミ安など、 
不適切なご使用による故障の場合は、保証期間内でちち料と 
なります。詳し<は保証書をご覧<ださい。 


♦ 修理に関ずるご相談•ご不明な点は 

修理に関するご相談な5びにご不明な点は、お買い上げの販 
売店または最寄りのケンウッドサービス窓□にお問い合わせく 
ださい。お問いちわせ巧は「ケンウッド全国サービス網」をご 
覽ください。 


♦ 補修用性能部品の最低保有期間 

当社は、このステレオの補修用性能部品を、製造打ち切り後8 
年保有しています。 

補修巧性能部品とは、その製品を維持するために必要な部品 
でず。 


修理を依頼されるとをは 


r 故障かな？と思ったら」を参照してお調べください。それでち 
異常があるときは、製品の使用を中止し、必ず電源プラグを抜 
いてから、お買い上げの販売店またはケンウッドサービスセン 
夕一にお問い合わせください。 （r ケンウッド全国サービス網」を 
ご参照ください。） 

この製品の故障-誤動作-不具合などによって発生した次に掲げ 
る損書などの付随的損害の補償につをましては、当社は一切そ 
の責任を負いませんので、あ6かじめご了承ください。 

• お客様または第兰ちがテープ•ディスクなどへ記録された内容 
の損害 

-録音*再生などお客様または第兰をが製品利用の機会を逸し 
たことによる損書 


♦ 保証期間中は... 

保証書の規定に従って、お買い上げの販売店またはケンウッド 
サービスセンターが修理させていただをます。ご依頼の際は保 
証書をご提示ください。 

本機 L ソ外の原因（衝撃や水分、異物の混入など）による故障 
の場合は、保証対象外になります。詳しくは保班書をご覧くだ 
さい。 


♦ 保証期間経過後は... 

お買い上げの販売店またはケンウッドサービスセンターにご相 
談ください。修理ずれば使巧で走る場合には、ご希望により有 
料で修理させていただをます。 


♦ 出張修理/持&修理 

「出張修理」、 r 持込修理」のどちらが適用されるかは機種によっ 
て異なります。保証書の記載をご確認ください。出張修理を依 
頼されるとをは、次のことをお知らせください。 

♦製品名 

♦ 製造番号 （Serial No .) 

• お買い上げ年月曰 
• 故障の症状（でさるだけ具体的に） 

• ご住所（ご近所の目が等ち併せてお知らせください。） 

• お名前、電話番号、訪問ご希望曰 

♦ 修理料金の仕組み 

ち料修理の場合は、次の料金をいただをます。 

• 技術料：製品の故障診断、部品交換など故障箇所の修理お 
よび付帯作業にかかる費巧です。 

ほ術者の人件費、技術教育費、測定器等設備費、 
一般管理費等が含まれまず。 

• 部品代：修理に使巧した部品代です。 

その他修理に付帯する部材等を含む場合がありま 
す。 

• 出張料：製品のある場所へほ術者を派遣する場合の料金で 
す。別途、駐車料金をいただく場合があります。 
♦送料：郵便、宅配便などの料金でず。保証期間内に無償 
修理などを行ラにあたって、お客様に負担していた 
だく場合びあります。 


薩装7と思つたら 
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使い方、たや製品に関するお問いちわせは、カスタマーサポートサポートセンターをご利用ください。 

修理などアフターサービスについてのお申し込みは、お買い上げの販売店または最寄〇のケンウッドサービスセンターにお申しつけ<だ 
さい。 

化海道 

札幌ヴービスセンター 雨日日 7 -日 834 札幌市東区北 34 条東 14 T 目 1-23 巧 (0] ]) 743-774 日 

東北 

仙台サービスセンター 质日 84 -日日]] 仙台市若林区六 T の目西町 8-1 (斎喜センタービル） 巧 (022) 284-117] 

関東-信越 

さいたまサービスセンター雨 33 日-日 8 日] さいたま市大宮区 ± 手町 1-2 (JA 共済埼玉ビル 1 F ) 巧 (日 48) 647-6818 
千葉ヴービスセンター 质 277 -日日 8] 柏市冨里 1-2-1 巧 (04) 7163-1441 

横 ミ 兵サービスセンター 雨 22 目- 8 已 2 己 横お市 緑 区白山 1-1 目- 2 巧 (04 己）日 39 -目 242 

新潟サービスセンター 雨日已日-日 923 新焉市中央区姥ヶ山 1- 己- 37 巧 (日 2 己） 287-773 目 

目黒 サービス センター 雨]日 3 -日 042 目黒区青葉台 3-17-9 

(修理持込専用窓 □) 電話でのお問い合わせは、当社カスタマーサポートセンターにて承ります。 

中部-甲州 

名ち屋サービスセンター 雨 4 目 2 -日 8 目] 名ち屋市北区な本通 1-1 1 巧 (0 已 2) 日 17-2 已已日 

詩岡サービスセンター 质 42 日-日 8] 目 静岡市莫区皆谷巳-目 1-] 巧 (0 已 4) 262-8700 

金沢サービスセンター 雨日 2 日-日日 3 目 金沢市元菊町 21-87 巧 (日 7 目） 2 目已-已 04 已 

近畿•四国 

大阪サービスセンター 质已 32- 日日 34 大阪市淀川区野中北 2-1-22 巧 (日目）目 3 目 4-8 日 7 己 

高 松サービスセンター 质 7 目日-日日目 8 高 松市松島町 3-1 巧 (087) 83 已 -24] 3 

中国 

に島サービスセンター 添 =731-01 37 に島市ま佐南区山本 1-8-23 巧 (日 82) 832-2210 


福岡サービスセンター 雨 8] 己-日03 已 福岡市南区向野 2-8-18 巧(日日 2) 已已 1- 目 7 已已 

鹿児島ヴービスセンター 质8 目 日-日日 目 3 鹿児島市鴨池 2-1 已 -1 日 （パレス鴨池 1 F ) 巧(日日 目） 251-6347 

沖縄サービスセンター 雨 日日 1-210] 浦添市西原 4-3 目- 17 ( (株）物琉 2 F ) 巧 (0 日 8) 874 -目 日]日 

♦ サービスセンターの営業時間のご案内 

受付時間10:00〜18:00 (±曜、日曜、祝日および当社休曰は休ませていただをます） 

(各サービス窓□の名称、所在地、電話番号は変更になることがありますのでご了承ください。） 

♦ カスタマーサポートセンター 

ナビダイヤル： 〇已 70-010-1 14 (—般電話•公衆電話か5は、どこか5でち巿内通話料金でお問い合わせが可能です） 

携帯電言き、 PHS 、 IP 電言舌わ、5は04已 -933 -已133 
FAX : 04巳-933-巳已已3 

住所： 干22日-8已2已ネ申蔚11県横お市緑区白山1 -1 日-2 

受付時間： 月曜〜金曜 日:30〜1狂00 

±曜 日:30〜12:00、13:00〜17:30 

(日曜、祝日および当社休日は休ませていたださまず） 


九州 
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オーティオ部 

ステレオモード 

定格出力 （63 Hz 〜吕0 kHz 、 0 . 70 / 0 、巨 n ). 100 W +100 W 

実用最大出力 （ JEITA 、6 Q ). 130 W +130 W 

サラウンドモード （ Ich 動作時） 

実用最大出力 

フ□ント ..... 130 W + 130 W (1 kHz 、 10%.巨 0) 

センター . 130 W (1 kHz 、 10%.巨 n ) 

サラウンド ..... 130 W + 130 W (1 kHz 、 10%. 6 Q ) 

サラウンドバック . 130 W + 130 W (1 kHz 、10%. 6 Q ) 

最大出力 

フ□ント . 100 W + 100 W (1 kHz 、 0 . 70 / 0 、 巨 n ) 

センター . 100 W (1 kHz 、 0 . 70 / 0 、 巨 n ) 

サラウンド ..... 100 W +100 W (1 kHz 、 0 . 70 / 0 、 巨 0) 

サラウンドバック . 100 W + 100 W (1 kHz 、 0 . 70 / 0 、 巨 0) 

全高調波重率 . 0.009% (1 kHz 、 SOW 、6 Q ) 

周波数特性 

CD . 10 Hz 〜100 kHz , + 0 dB 〜 -3 犯 

SN 比 （ IHF 白白） 

CD . 105 dB ( JEITA ) 

入力端子（感度/インピーダンス） 

CD 、 MD / TAPE 、 AUX 、 VIDEO 1、 VIDEO 吕已日 OmV / 吕日 kO 

AVAUX . 已日 OmV /2 日 kO 

DVD /6 CH INPUT . 已日 0 mV / 吕日 kO 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

MD / TAPE . VIDEO 1.... . 500 mV / 1 kO 

サプウーファープリアウト .1.3 V /吕 .2 kn 

I ンコント□—ル特性 

BASS . ±9犯(100 Hz ) 

TREBLE . ±9祀 (10 kHz ) 

デジタルオーディオき g 

入力端子 

光 . CD 、 VIDE 02 

胃卽 . DVD 


HDMI 部 

HDMI 入力端子 ......... DVD 、 VIDE 02 

HDMI 出力端子 ... モニター 

iPod 部 

最大供給電源 . DC 日 V /已〇0 mA 

FM チユーナー部 

受信周波数範囲 ... 76 MHz 〜90 MHz 

AM チユーナー部 

受信周波数範囲 ..... 已31 kHz 〜1，日吕曰 kHz 

電源部•その他 

定格消費電力（電気巧品をを法に基づく表示) . 吕7日 W 

待機時消費電力 ( HDMI リンクオフ時) .0.2 WOT 

最大がお寸法 . 幅： 440 mm 

. 局さ： 166 mm 

......... 奥行： 394 mm 

重量（正味) .11.0 kg 

本製品はり旧 C 巨1000 -3-2 適合品」です。 


£ 


1. これらの定格およびデザインは、技術開発にとわない予告なく変 
更することびあります。 

2. 極端に章い（水び凍るよラな）場所では十分な性能び発揮でをな 
いことびあります。 


ビデオ部 

ビデオフォーマット（ビデオコン A "— ジョン) . NTSC / PAL 

ビデオ入力感度/インピーダンス （ DVD 、 VIDEO 1 .VIDEO 2. AVAUX ) 

ビデオ{コンポジット) . 1 Vp - p /7 已〇 

ビデオ出カレベル/インピーダンス ( VIDE 0 K モニター） 

ビデオ{コンポジット) . 1 Vp - p /7 已〇 

S - ビデオ入力感度/インピーダンス （ DVD、VIDEO 2) 

Y - 信号 . 1 Vp - p /7 已〇 

C - 信号 . 0.286 Vp - p /7 已〇 

S - ビデオ出カレベル/インピーダンス（モニター） 

Y - 信号 . 1 Vp - p /7 已〇 

C - 信号 . 0.286 Vp - p /7 已〇 

D 端子入力感度/インピーダンス （ DVD 、 川 DEO 1 、 VIDEO 2) 

Y - 信号 ... 1 Vp - p /7 已〇 

CB / CR - 信号 . 0.7 Vp - p /75 n 

D 端子出カレベル/インピーダンス（モニター） 

Y - 信号 . 1 Vp - p /7 已〇 

CB / CR - 信号 .0.7 Vp-p / 75 0 


故障かな？と思った5 















































t お電話による使いかた-商品に閱ずるご相談 


カスタマーサポートセンター 

受付時間月曜日〜金曜日 9:30〜18:00 

±曜日 9:30〜12:00、13:00〜17:30 

※日曜、祝曰及び当社休曰を除< 

査1 0570-010-114 

※一般電話•公を電話か！5は、巿内通話料金でご利巧いただけます。 

•携帯電話、 PHS、IP 電話からは 045-933-51 33 
• FAX 045-933-5553 


イ彦理などアフターサービスについて 

お買い上げの販売店か、「ケンウッド全国 サービス 網」をご参照のラ 
え、最畜りのサービス窓□にご相談ください。 


KENWOOD 


株な会社ブンウッド 

干1日 2-8 日2日東京都八王子市石川お2日 67-3 






